
利
行
満
足
章　

　
　
　
　

︵
住
岡
夜
晃
先
生　

論
註
講
義
︶

第
一
講　

総
標

一
、
利
行
満
足

利
行
満
足
と
は
五
念
門
の
因
行
に
対
し
て
、
五
功
徳
の
果
相

を
示
し
、
因
果
対
説
し
て
以
っ
て
二
利
成
就
す
る
こ
と
を
顕

す
。
既
に
□
略
以
っ
て
因
行
満
足
せ
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
。
故

に
今
は
果
徳
成
就
の
相
を
明
す
。
而
し
て
五
果
を
明
す
は
五
因

の
分
斉
を
示
す
に
あ
り
。

五
因
は
第
一
章
の
﹁
我
一
心
﹂
よ
り
開
け
た
も
の
で
、
要
は
一

心
の
広
大
無
碍
な
る
こ
と
を
明
す
に
あ
り
。
此
に
於
い
て
一
心

の
華
文
と
讃
称
せ
ら
る
る
祖
言
を
敬
信
す
べ
し
。

利
行
満
足
と
は
二
利
の
衆
生
を
利
行
と
云
い
、
成
就
す
る
を

満
足
と
云
う
。
自
利
利
他
の
行
が
彼
土
に
至
っ
て
成
就
す
。
故

に
﹁
利
行
満
足
﹂
と
云
う
。

問
ふ
、
利
行
は
因
行
な
る
べ
し
、
何
故
に
果
徳
と
云
う
の
で

あ
る
か
。

答
、
五
功
徳
に
両
重
の
分
別
が
あ
る
。
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満
足
章

第
一
講　

総
標

一
、
利
行
満
足

利
行
満
足
と
は

　

五
念
門
の
因
行
に
対
し
て
、
五
功
徳
の
果
相
を
示
し
、

　

因
果
対
説
し
て
、
以
っ
て
二
利
成
就
す
る
こ
と
を
顕
す
。

既
に
□
略
以
っ
て
因
行
満
足
せ
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
。

故
に
今
は
果
徳
成
就
の
相
を
明
す
。

而
し
て
五
果
を
明
す
は
五
因
の
分
斉
を
示
す
に
あ
り
。

五
因
は
第
一
章
の
「
我
一
心
」
よ
り
開
け
た
も
の
で
、

要
は
一
心
の
広
大
無
碍
な
る
こ
と
を
明
す
に
あ
り
。

こ
こ
に
於
い
て
「
一
心
の
華
文
」
と
讃
称
せ
ら
る
る
祖
言
を
敬
信
す
べ
し
。

利
行
満
足
と
は

　

二
利
の
衆
生
を
「
利
行
」
と
云
い
、

　

成
就
す
る
を
「
満
足
」
と
云
う
。

自
利
利
他
の
行
が
彼
土
に
至
っ
て
成
就
す
。

故
に
「
利
行
満
足
」
と
云
う
。

問
ふ
、
利
行
は
因
行
な
る
べ
し
、
何
故
に
果
徳
と
云
う
の
で
あ
る
か
。

答
、
五
功
徳
に
両
重
の
分
別
が
あ
る
。



一
に
現
当
に
約
す
。
謂
く
、
五
念
の
因
行
に
依
っ
て
彼
土
に

於
い
て
得
る
所
の
も
の
を
今
の
門
と
な
す
。
則
ち
、
此
の
五
門

は
果
で
あ
る
。

二
に
は
分
極
に
約
す
。
謂
く
、
下
に
﹁
自
利
利
他
速
得
菩
提
﹂

と
云
う
。
彼
の
菩
提
の
極
果
に
対
す
れ
ば
、
此
五
門
は
其
の
因

行
で
あ
る
。
名
づ
け
て
﹁
利
行
満
足
﹂
と
云
う
は
分
極
に
約
す

る
義
で
、
因
行
満
足
を
顕
す
の
で
あ
る
。

一
、
五
果
門

利
行
満
足
者　

復
有
五
種
門　

漸
次
成
就
五
種
功
徳　

応
知

　

何
者
五
門　

一
者
近
門　

二
者
大
会
衆
門　
三
者
宅
門　

四

者
屋
門　

五
者
園
林
遊
戯
地
門

　

2

一
に
現
当
に
約
す
。
謂
く
、

五
念
の
因
行
に
依
っ
て
彼
土
に
於
い
て
得
る
所
の
も
の
を
今
の
門
と
な
す
。

則
ち
、
こ
の
五
門
は
果
で
あ
る
。

二
に
は
分
極
に
約
す
。
謂
く
、

下
に
「
自
利
利
他
速
得
菩
提
」
と
云
う
。

彼
の
菩
提
の
極
果
に
対
す
れ
ば
、
此
五
門
は
其
の
因
行
で
あ
る
。

名
づ
け
て
「
利
行
満
足
」
と
云
う
は
分
極
に
約
す
る
義
で
、

因
行
満
足
を
顕
す
の
で
あ
る
。

一
、
五
果
門

利
行
満
足
と
は
、
ま
た
五
種
の
門
あ
り
て
、

漸
次
に
五
種
の
功
徳
を
成
就
す
、
知
る
べ
し
。

何
者
か
五
門
。

一
に
は
近
門
、

二
に
は
大
会
衆
門
、

三
に
は
宅
門
、

四
に
は
屋
門
、

五
に
は
園
林
遊
戯
地
門
な
り
。　

礼
拝
門
…
…
近
門

讃
嘆
門
…
…
大
会
衆
門

作
願
門
…
…
宅
門

観
察
門
…
…
屋
門

廻
向
門
…
…
園
林
遊
戯
門
…
…
出
門

五
念
門

五
功
徳
門

一
心

…
…
入
門

利
行
満
足



此
五
種
示
現
入
出
次
第
相　

入
相
中　

初
至
浄
土
是
近
相　

謂
入
大
乗
正
定
聚　

近
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

入
浄
土
已
便
入
如
来
大
会
衆
数

入
衆
数
已
当
至
修
行
安
心
之
宅

入
宅
已
当
至
修
行
所
居
屋
□
︷
尤
挙
反
︸

修
行
成
就
已　

当
至
教
化
地　

教
化
地
即
是
菩
薩
自
娯
楽
地

　

是
故
出
門
称
園
林
遊
戯
地
門

本
章
を
大
別
し
て
二
と
な
す
。
初
め
に
正
し
く
二
利
成
就
を

明
し
︵
五
因
と
五
果
︶、
後
に
﹁
菩
薩
如
是
﹂
よ
り
下
は
﹁
速
得

菩
提
﹂
を
結
示
す
。︵
五
因
と
一
果
︶

今
は
正
明
中
﹁
総
標
﹂
で
、
こ
の
中
に
論
文
と
註
釈
と
あ
る
こ

と
、
以
上
の
文
の
如
し
。

﹁
復
有
五
種
門
﹂。
復
と
は
重
で
あ
る
。
因
の
五
念
に
対
し
て

重
ね
て
果
の
五
門
を
明
す
。
故
に
﹁
復
﹂
の
字
を
置
く
。

﹁
漸
次
成
就
﹂。
次
第
に
転
進
し
て
漸
に
五
果
を
成
ず
。
広
門

の
示
現
は
自
ら
次
第
を
存
す
る
故
で
あ
る
。
然
る
に
五
果
の
差

別
は
但
是
れ
一
往
の
施
設
で
、
再
往
こ
れ
を
剋
論
す
れ
ば
、

3
二

こ
の
五
種
は
、
入
出
の
次
第
の
相
を
示
現
す
。

入
相
の
な
か
に
、
初
め
に
浄
土
に
至
る
は
、
こ
れ
近
の
相
な
り
。

い
わ
く
大
乗
正
定
聚
に
入
り
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
近
づ
く
な
り
。

浄
土
に
入
り
を
は
れ
ば
、
す
な
わ
ち
如
来
の
大
会
衆
の
数
に
入
る
な
り
。

衆
の
数
に
入
り
を
は
れ
ば
、
ま
さ
に
修
行
安
心
の
宅
に
至
る
べ
し
。

宅
に
入
り
を
は
れ
ば
、
ま
さ
に
修
行
所
居
の
屋
宇
に
至
る
べ
し
。

修
行
成
就
し
を
は
れ
ば
、
ま
さ
に
教
化
地
に
至
る
べ
し
。

教
化
地
は
す
な
わ
ち
こ
れ
菩
薩
の
自
娯
楽
の
地
な
り
。

こ
の
ゆ
え
に
出
門
を
園
林
遊
戯
地
門
と
称
す
。

本
章
を
大
別
し
て
二
と
な
す
。

初
め
に
正
し
く
二
利
成
就
を
明
し
（
五
因
と
五
果
）、

後
に
「
菩
薩
如
是
」
よ
り
下
は
「
速
得
菩
提
」
を
結
示
す
。（
五
因
と
一
果
）

今
は
正
明
中
「
総
標
」
で
、
こ
の
中
に
浄
土
論
の
文
と
論
註
の
釈
と
あ
る
こ
と

以
上
の
文
の
如
し
。

「
復
有
五
種
門
」。
復
と
は
重
で
あ
る
。

因
の
五
念
に
対
し
て
重
ね
て
果
の
五
門
を
明
す
。
故
に
「
復
」
の
字
を
置
く
。

「
漸
次
成
就
」。
次
第
に
転
進
し
て
漸
に
五
果
を
成
ず
。

広
門
の
示
現
は
自
ら
次
第
を
存
す
る
故
で
あ
る
。

然
る
に
五
果
の
差
別
は
た
だ
是
れ
一
往
の
施
設
で
、

再
往
こ
れ
を
剋
論
す
れ
ば
、



其
次
は
無
次
で
、
因
位
の
五
念
、
も
と
よ
り
定
次
な
し
。
五

果
の
成
就
、
何
ぞ
次
第
あ
ら
む
。
復
五
念
の
因
行
は
既
に
此
土

に
於
い
て
円
成
ず
。
五
念
成
ず
る
が
故
に
能
く
彼
国
に
生
る
。

果
徳
の
顕
現
、
豈
次
第
漸
成
あ
ら
む
。

然
れ
ど
も
広
門
に
約
す
れ
ば
無
次
中
に
於
い
て
暫
く
次
第
相

を
立
つ
。
乃
ち
、
近
門
は
余
の
四
を
具
し
て
五
門
の
初
に
居

る
。
大
会
衆
亦
然
り
。
互
具
互
摂
し
て
、
次
第
亦
歴
然
な
り
。

因
の
五
念
の
如
き
、
行
者
の
能
修
に
定
ま
れ
る
次
第
な
し
。
若

し
其
修
相
を
説
け
ば
必
ず
次
第
あ
り
。
説
次
第
す
る
が
故
に
布

列
に
次
を
存
し
、
礼
拝
を
始
め
と
な
し
、
廻
向
を
終
と
な
す
。

因
果
相
望
し
て
礼
拝
近
門
は
其
の
初
め
に
あ
り
。
既
に
初
門
あ

り
。
次
第
自
ず
か
ら
立
っ
て
五
五
対
説
し
て
無
次
に
次
を
示

す
。
是
れ
因
果
対
説
の
法
相
で
あ
る
。

﹁
五
種
功
徳
﹂

五
種
門
は
果
の
五
門
を
指
し
、
五
種
功
徳
は
因
の
五
念
を
言

う
。
果
徳
の
五
門
、
能
く
因
行
の
功
徳
を
成
す
。
故
に
成
就
五

種
功
徳
と
云
う
。

4

其
次
は
無
次
で
、
因
位
の
五
念
、
も
と
よ
り
定
次
な
し
。

五
果
の
成
就
、
何
ぞ
次
第
あ
ら
む
。

復
五
念
の
因
行
は
既
に
此
土
に
於
い
て
円
成
ず
。

五
念
成
ず
る
が
故
に
能
く
彼
国
に
生
る
。

果
徳
の
顕
現
、
豈
次
第
漸
成
あ
ら
む
。

然
れ
ど
も
広
門
に
約
す
れ
ば
無
次
中
に
於
い
て
暫
く
次
第
相
を
立
つ
。

乃
ち
、
近
門
は
余
の
四
を
具
し
て
五
門
の
初
に
居
る
。

大
会
衆
亦
然
り
。
互
具
互
摂
し
て
、
次
第
亦
歴
然
な
り
。

因
の
五
念
の
如
き
、
行
者
の
能
修
に
定
ま
れ
る
次
第
な
し
。

若
し
其
修
相
を
説
け
ば
必
ず
次
第
あ
り
。

説
次
第
す
る
が
故
に
布
列
に
次
を
存
し
、

礼
拝
を
始
め
と
な
し
、
廻
向
を
終
と
な
す
。

因
果
相
望
し
て
礼
拝
近
門
は
其
の
初
め
に
あ
り
。
既
に
初
門
あ
り
。

次
第
自
ず
か
ら
立
っ
て
五
五
対
説
し
て
無
次
に
次
を
示
す
。

是
れ
因
果
対
説
の
法
相
で
あ
る
。

「
五
種
功
徳
」

五
種
門
は
果
の
五
門
を
指
し
、
五
種
功
徳
は
因
の
五
念
を
言
う
。
果
徳
の
五

門
、
能
く
因
行
の
功
徳
を
成
す
。
故
に
成
就
五
種
功
徳
と
云
う
。



﹁
大
乗
正
定
聚
﹂

大
乗
は
小
乗
に
簡
ぶ
。
正
定
聚
は
論
及
び
註
の
意
は
、
け
だ

し
初
地
を
指
す
な
る
べ
し
。
既
に
凡
夫
を
超
ゆ
。
必
定
し
て
当

に
仏
果
を
得
べ
き
を
念
じ
て
歓
喜
を
生
ず
。
此
を
﹁
近
菩
提
﹂

と
云
う
。

上
に
不
虚
作
住
持
の
見
仏
得
益
を
明
す
に
能
得
の
菩
薩
を
地

上
と
な
す
。
浄
土
の
果
相
豈
此
よ
り
降
ら
ん
や
。
又
、
□
初
に

十
住
論
を
引
い
て
﹁
即
入
大
乗
正
定
聚
﹂
と
い
う
。
彼
論
は
初

地
を
指
し
て
﹁
不
退
﹂
と
云
い
、﹁
必
定
﹂
と
言
う
。
今
亦
同
意

な
り
。

問　

論
及
註
は
所
明
の
正
定
聚
及
び
大
会
衆
は
彼
土
の
所
得

と
す
る
に
、
我
が
宗
祖
は
以
っ
て
此
土
の
所
得
と
な
す
も
の
は

如
何
。

答　

此
論
文
に
二
重
の
施
設
あ
り
。

5

「
大
乗
正
定
聚
」

大
乗
は
小
乗
に
簡
ぶ
。

正
定
聚
は
『
論
』
及
び
『
註
』
の
意
は
、
け
だ
し
初
地
を
指
す
な
る
べ
し
。

既
に
凡
夫
を
超
ゆ
。

必
定
し
て
当
に
仏
果
を
得
べ
き
を
念
じ
て
歓
喜
を
生
ず
。

こ
れ
を
「
近
菩
提
」
と
云
う
。

上
に
不
虚
作
住
持
の
見
仏
得
益
を
明
す
に
能
得
の
菩
薩
を
地
上
と
な
す
。

浄
土
の
果
相
豈
此
よ
り
降
ら
ん
や
。

又
、
□
初
め
に
『
十
住
論
』
を
引
い
て
「
即
入
大
乗
正
定
聚
」
と
い
う
。

彼
論
は
初
地
を
指
し
て
「
不
退
」
と
云
い
、「
必
定
」
と
言
う
。

今
ま
た
同
じ
意
な
り
。

問　

論
及
註
は
明
す
所
の
正
定
聚
及
び
大
会
衆
は
彼
土
の
所
得
と
す
る
に
、

我
が
宗
祖
は
以
っ
て
此
土
の
所
得
と
な
す
も
の
は
如
何
。

答　

此
の
論
の
文
に
二
重
の
施
設
あ
り
。

近　
　

門

大
会
衆
門

宅　
　

門

屋　
　

門

園
林
遊
戯
門

正
定
聚
（
此
土
）

滅
度
（
彼
土
）

二
益

滅
度
＝
正
定
聚
（
彼
土
）

従
果
向
因　

一
果
体
上
の
徳
用



而
し
て
宗
祖
は
か
く
現
当
の
益
と
せ
ら
れ
た
の
は
論
及
註
の

意
を
開
顕
せ
ん
と
せ
ら
れ
る
活
手
段
で
あ
る
。
即
ち
初
二
は
是

れ
現
益
に
し
て
因
分
、
後
の
三
は
是
れ
当
益
に
し
て
果
分
で
あ

る
。
宗
祖
は
初
二
に
於
い
て
、
時
に
、
入
正
定
聚
と
云
う
は
、

第
一
に
第
二
を
摂
す
る
の
で
あ
り
、
時
に
入
大
会
衆
と
云
う

は
、
第
二
に
第
一
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。

正
信
偈
に
﹁
帰
入
功
徳
大
宝
海　

必
獲
入
大
会
衆
数
﹂
と
二

に
一
を
摂
し
て
近
門
を
挙
げ
ず
。
こ
の
二
門
、
実
は
一
の
正
定

に
し
て
二
な
き
を
示
す
。

﹁
帰
入
功
徳
大
宝
海
﹂
は
此
土
の
信
楽
開
発
の
一
念
で
あ
る
。

大
会
衆
門
を
以
っ
て
、
其
信
楽
開
発
の
一
念
に
在
ら
し
む
。

又
、
和
讃
に
︵
十
一
の
五
︶

﹁
安
楽
国
を
ね
が
ふ
ひ
と　

正
定
聚
に
こ
そ
住
す
な
れ

　

邪
定
聚
不
定
聚
く
に
に
な
し　

諸
仏
讃
嘆
し
た
ま
へ
り
﹂

第
一
に
第
二
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。

後
三
を
当
得
と
な
す
中
、
第
三
・
四
は
往
相
の
証
果
で
、﹃
文

類
﹄
に
﹁
得
入
蓮
華
蔵
世
界　

即
証
真
如
法
性
身
﹂
と
云
う
の

が
こ
れ
で
あ
る
。
第
五
は
是
れ
其
の
徳
用
で
、
即
ち
還
相
の
利

益
、﹃
文
類
﹄
に
﹁
遊
煩
悩
林
現
神
通　

入
生
死
園
示
応
化
﹂
と
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而
し
て
宗
祖
は
こ
の
よ
う
に
現
当
の
益
と
せ
ら
れ
た
の
は

論
及
註
の
意
を
開
顕
せ
ん
と
せ
ら
れ
る
活
手
段
で
あ
る
。

即
ち
初
の
二
は
是
れ
現
益
に
し
て
因
分
、

後
の
三
は
是
れ
当
益
に
し
て
果
分
で
あ
る
。

宗
祖
は
初
二
に
於
い
て
、

時
に
「
入
正
定
聚
」
と
云
う
は
、
第
一
に
第
二
を
摂
す
る
の
で
あ
り
、

時
に
「
入
大
会
衆
」
と
云
う
は
、
第
二
に
第
一
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。

正
信
偈
に
「
帰
入
功
徳
大
宝
海　

必
獲
入
大
会
衆
数
」
と

二
に
一
を
摂
し
て
近
門
を
挙
げ
ず
。

こ
の
二
門
、
実
は
一
の
正
定
に
し
て
二
な
き
を
示
す
。

「
帰
入
功
徳
大
宝
海
」
は
此
土
の
信
楽
開
発
の
一
念
で
あ
る
。

大
会
衆
門
を
以
っ
て
、
其
の
信
楽
開
発
の
一
念
に
在
ら
し
む
。

又
、
和
讃
に
（
十
一
の
五
）

「
安
楽
国
を
ね
が
ふ
ひ
と　

正
定
聚
に
こ
そ
住
す
な
れ

　

邪
定
聚
不
定
聚
く
に
に
な
し　

諸
仏
讃
嘆
し
た
ま
へ
り
」

第
一
に
第
二
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。

後
三
を
当
得
と
な
す
中
、
第
三
・
四
は
往
相
の
証
果
で
、

『
文
類
』
に

「
得
入
蓮
華
蔵
世
界　

即
証
真
如
法
性
身
」
と
云
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

第
五
は
是
れ
其
の
徳
用
で
、
即
ち
還
相
の
利
益
、『
文
類
』
に

「
遊
煩
悩
林
現
神
通　

入
生
死
園
示
応
化
」
と
云
う
も
の
、
こ
れ
で
あ
る
。



云
う
も
の
、
こ
れ
で
あ
る
。

︵
若
し
証
文
類
の
引
用
意
に
依
れ
ば
、
蓋
し
別
意
が
あ
る
。

即
ち
還
相
を
明
す
下
に
、
先
ず
論
の
第
五
門
、
及
び
、
註
の
還

相
廻
向
の
文
を
引
き
、
次
に
広
く
此
の
註
文
を
引
く
。
乃
ち
別

し
て
第
五
を
取
る
と
、
通
じ
て
五
門
を
収
む
る
と
の
二
意
あ
る

こ
と
を
知
る
べ
し
。
其
の
別
取
は
初
二
を
因
と
な
し
、
後
三
を

果
と
な
す
の
義
に
依
り
、
其
の
通
取
は
五
皆
因
と
な
す
の
義
に

よ
る
。

凡
そ
還
相
と
云
う
に
二
意
あ
り
。
曰
く
、﹁
従
果
還
因
﹂
と

﹁
従
浄
還
穢
﹂
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
通
収
は
従
果
還
因
の
義
に
よ

り
、
別
取
は
従
浄
還
穢
の
義
に
依
る
。

若
し
し
か
ら
ば
何
故
に
此
の
二
重
の
施
設
あ
り
や
と
云
う

に
、
此
れ
は
上
の
起
観
生
信
に
行
信
証
の
因
果
の
二
門
を
施
設

し
て
、
五
念
門
と
し
て
菩
薩
の
身
口
意
業
・
智
業
・
方
便
智
業

を
施
設
し
安
立
し
て
説
く
。
即
ち
五
念
門
を
施
設
し
て
此
土
の

所
修
な
ら
し
め
て
あ
る
。
今
、
正
定
を
開
い
て
近
大
二
門
と

し
、
滅
度
を
開
い
て
宅
屋
二
門
と
す
る
は
、
其
の
五
念
の
施
設

に
分
対
す
る
の
で
あ
る
。
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（
も
し
証
文
類
の
引
用
の
意
に
依
れ
ば
、
蓋
し
別
意
が
あ
る
。

即
ち
還
相
を
明
す
下
に
、

　

先
ず
『
論
』
の
第
五
門
、
及
び
、『
註
』
の
還
相
廻
向
の
文
を
引
き
、

　

次
に
、
広
く
こ
の
『
註
』
の
文
を
引
く
。
す
な
わ
ち

別
し
て
第
五
を
取
る
と
、
通
じ
て
五
門
を
収
む
る
と
の

二
意
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。

そ
の
別
取
は
初
二
を
因
と
な
し
、
後
三
を
果
と
な
す
の
義
に
依
り
、

そ
の
通
取
は
五
皆
因
と
な
す
の
義
に
よ
る
。

凡
そ
還
相
と
云
う
に
二
意
あ
り
。

曰
く
、「
従
果
還
因
」
と
「
従
浄
還
穢
」
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

通
収
は
従
果
還
因
の
義
に
よ
り
、
別
取
は
従
浄
還
穢
の
義
に
依
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
何
故
こ
の
二
重
の
施
設
が
あ
る
の
か

こ
れ
は
上
の
「
起
観
生
信
」
に
、
行
信
証
の
因
果
の
二
門
を
施
設
し
て
、

五
念
門
と
し
て
菩
薩
の
身
口
意
業
・
智
業
・
方
便
智
業
を
施
設
し

安
立
し
て
説
く
。

即
ち
五
念
門
を
施
設
し
て
此
土
の
所
修
な
ら
し
め
て
あ
る
。

今
、
正
定
を
開
い
て
近
門
・
大
会
衆
門
の
二
門
と
し
、

　
　

滅
度
を
開
い
て
宅
門
・
屋
門
の
二
門
と
す
る
の
は
、

そ
の
五
念
の
施
設
に
分
対
す
る
の
で
あ
る
。



扨
︵
さ
て
、
と
こ
ろ
で
︶、
近
大
二
門
を
宅
屋
二
門
と
同
じ
く

彼
土
に
在
ら
し
む
る
は
、
五
念
を
施
設
し
て
、
五
つ
乍
ら
此
土

の
所
修
と
す
る
に
対
し
て
、
二
益
を
施
設
し
て
五
つ
乍
ら
彼
土

の
所
得
と
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
五
五
の
相
対
で
あ
り
、

彼
此
の
︵
二
土
︶
相
対
で
あ
る
。
皆
、
五
念
門
に
対
し
て
施
設

せ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
門　

大
会
衆
門

﹁
便
入
大
会
衆
数
﹂

近
門
は
初
至
浄
土
、
大
会
衆
門
は
浄
土
に
入
れ
ば
直
ち
に
そ

の
ま
ま
大
会
衆
の
数
に
入
る
。
大
会
衆
と
は
仏
の
説
法
の
会
座

に
列
な
る
大
衆
の
こ
と
。
其
の
数
に
入
る
こ
と
。
以
上
の
二
は

現
生
一
の
正
定
聚
を
分
っ
て
二
門
と
し
て
彼
土
に
あ
ら
し
む
る

也
。小

経
に
言
く
﹁
諸
上
善
人
倶
会
一
処
﹂
と

大
経
に
言
く
﹁
無
量
壽
佛
、
爲
諸
聲
聞　

菩
薩
大
衆
、
班
宣
法

時
、
都
悉
集
會　

七
寶
講
堂
﹂

既
に
此
土
に
於
い
て
観
音
勢
至
を
其
勝
友
と
な
す
。
彼
土
に

至
っ
て
顕
現
す
。
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と
こ
ろ
で

近
・
大
二
門
を
宅
・
屋
二
門
と
同
じ
く
彼
土
に
在
ら
し
む
る
は
、

五
念
を
施
設
し
て
、
五
つ
な
が
ら
此
土
の
所
修
と
す
る
に
対
し
て
、

二
益
を
施
設
し
て
、
五
つ
な
が
ら
彼
土
の
所
得
と
せ
ら
れ
た
る
も
の
。

五
五
の
相
対
で
あ
り
、
彼
此
の
（
二
土
）
相
対
で
あ
る
。

皆
、
五
念
門
に
対
し
て
施
設
せ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
門　

大
会
衆
門

「
便
入
大
会
衆
数
」

近
門
は
初
め
て
浄
土
に
至
る
、

大
会
衆
門
は
浄
土
に
入
れ
ば
直
ち
に
そ
の
ま
ま
大
会
衆
の
数
に
入
る
。

大
会
衆
と
は
仏
の
説
法
の
会
座
に
列
な
る
大
衆
の
こ
と
。

そ
の
数
に
入
る
こ
と
。

以
上
の
二
は
現
生
、

一
つ
の
正
定
聚
を
分
っ
て
二
門
と
し
て
彼
土
に
あ
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

小
経
に
言
く

「
諸
も
ろ
の
上
善
人
と
倶
に
一
処
に
会
す
」
と

大
経
に
言
く

「
無
量
壽
佛
、
諸
聲
聞　

菩
薩
大
衆
の
為
に
、
法
を
班
宣
し
た
も
う
時
、

都
悉
く
七
寶
講
堂
に
集
会
す　

」

既
に
此
土
に
於
い
て
観
音
勢
至
を
そ
の
勝
友
と
な
す
。

彼
土
に
至
っ
て
顕
現
す
。



第
三
門　

宅
門

修
行
安
心
宅

﹁
入
衆
数
已　

当
至
修
行
安
心
之
宅
﹂

修
行
安
心
の
宅
に
至
る
位

修
行
は
総
、
安
心
は
別
。
安
は
安
住
、
心
を
一
処
に
安
住
せ

し
め
て
絶
え
て
動
乱
無
し
。
故
に
安
心
と
い
う
。
即
ち
大
奢
摩

他
寂
静
三
昧
な
り
。

﹁
宅
﹂
は
境
地
に
名
づ
く
。

﹃
字
彙
﹄
に
﹁
宅
は
居
な
り
、
屋
な
り
﹂
と
。

﹃
説
文
﹄
に
は
﹁
宅
は
託
な
り
、
人
の
投
託
す
る
所
な
り
﹂
と
。

﹃
釈
名
﹄
に
は
﹁
宅
は
択
な
り
。
吉
処
を
揀
択
し
て
之
を
営
な

り
。吉

処
を
占
め
て
余
に
移
ら
ざ
る
を
以
っ
て
寂
静
止
に
喩
え
て

宅
と
い
う
も
の
。

第
四
門　

屋
門

修
行
所
居
屋
寓

﹁
入
宅
已　

当
至
修
行
所
居
屋
㝢
﹂

﹁
屋
﹂
は
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第
三
門　

宅
門

修
行
安
心
の
宅

「
衆
の
数
に
入
り
已
り
ぬ
れ
ば　

当
に
修
行
安
心
之
宅
に
至
る
べ
し
」

修
行
安
心
の
宅
に
至
る
位

修
行
は
総
、
安
心
は
別
。

安
は
安
住
、
心
を
一
処
に
安
住
せ
し
め
て
絶
え
て
動
乱
無
し
。

故
に
安
心
と
い
う
。

即
ち
大
奢
摩
他
寂
静
三
昧
な
り
。

「
宅
」
は
境
地
に
名
づ
く
。

『
字
彙
』
に
「
宅
は
居
な
り
、
屋
な
り
」
と
。

『
説
文
』
に
は
「
宅
は
託
な
り
、
人
の
投
託
す
る
所
な
り
」
と
。

『
釈
名
』
に
は
「
宅
は
択
な
り
。
吉
処
を
揀
択
し
て
之
を
営
な
り
。

吉
処
を
占
め
て
余
に
移
ら
ざ
る
を
以
っ
て
寂
静
止
に
喩
え
て
宅
と
い
う
も
の
。

第
四
門　

屋
門

修
行
所
居
屋
寓

「
宅
に
入
り
已
れ
ば　

当
に
修
行
所
居
屋
㝢
に
至
る
べ
し
」

「
屋
」
は



﹃
字
彙
﹄
に
﹁
㝢
同
宇
屋
之
四
垂
為
宇
﹂

﹃
説
文
﹄
に
﹁
屋
邊
世
﹂
と
い
う
。

今
の
意
は
㝢
亦
是
れ
屋
で
、
別
義
を
存
す
る
に
非
ず
。

屋
舎
中
に
居
住
し
て
飲
食
寤
寐
す
る
を
以
て
毘
婆
舎
那
の
受

用
種
々
法
味
楽
に
喩
え
た
も
の
、
今
現
在
説
法
に
列
な
り
て
法

味
を
受
用
す
る
な
り
。

宅
屋
の
義
、
大
に
同
じ
。
た
だ
字
に
寄
せ
て
別
を
示
す
な

り
。第

五
門　

園
林
遊
戯
地
門

園
林
遊
戯
地

﹁
修
行
成
就
已　

当
至
教
化
地　

教
化
地
即
是
菩
薩
自
娯
楽

地　

是
故
出
門
称
園
林
遊
戯
地
門
﹂

更
に
屋
舎
を
出
で
て
園
林
に
逍
遥
す
る
を
以
っ
て
十
方
に
遊

化
す
る
の
義
を
顕
す
。
娯
楽
は
二
字
と
も
に
た
の
し
む
と
訓

ず
。
出
門
と
は
衆
生
化
益
に
出
る
門
と
云
う
義
。

﹁
園
林
﹂
に
二
義
あ
り
。
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『
字
彙
』
に
「
㝢
同
宇
屋
之
四
垂
為
宇
」

『
説
文
』
に
「
屋
邊
世
」
と
い
う
。

今
の
意
は
、
㝢
亦
是
れ
屋
で
、
別
義
を
存
す
る
に
非
ず
。

屋
舎
中
に
居
住
し
て
飲
食
寤
寐
す
る
を
以
て

毘
婆
舎
那
の
受
用
種
々
法
味
楽
に
喩
え
た
も
の
、

今
現
在
説
法
に
列
な
り
て
法
味
を
受
用
す
る
な
り
。

宅
屋
の
義
、
大
に
同
じ
。
た
だ
字
に
寄
せ
て
別
を
示
す
な
り
。

第
五
門　

園
林
遊
戯
地
門

園
林
遊
戯
地

「
修
行
成
就
し
を
は
れ
ば
、
ま
さ
に
教
化
地
に
至
る
べ
し
。

教
化
地
は
す
な
わ
ち
こ
れ
菩
薩
の
自
娯
楽
の
地
な
り
。

こ
の
ゆ
え
に
出
門
を
園
林
遊
戯
地
門
と
称
す
。」

更
に
屋
舎
を
出
で
て
園
林
に
逍
遥
す
る
を
以
っ
て

十
方
に
遊
化
す
る
の
義
を
顕
す
。

娯
楽
は
二
字
と
も
に
た
の
し
む
と
訓
ず
。

出
門
と
は
衆
生
化
益
に
出
る
門
と
云
う
義
。

「
園
林
」
に
二
義
あ
り
。



一
、
六
十
華
厳
第
三
十
八
に
い
わ
く

﹁
有
十
種
園
林　

何
等
為
十　

所
謂
生
死
園
林　

行
菩
薩
行

　

不
起
憂
悩
故　

教
化
衆
生
園
林　

不
厭
衆
生
故　

一
切
劫
園

林　

摂
取
菩
薩
一
切
大
行
故　

清
浄
世
界
園
林　

性
無
著
故　

一
切
魔
宮
殿
園
林　
降
魔
境
界
故　

聴
受
正
法
園
林　

正
念
観

察
故　

六
波
羅
蜜
四
法
三
十
七
道
品
園
林　

修
習
慈
父
境
界
故

　

十
力
無
所
畏　

乃
至　
一
切
仏
法
園
林
。
不
念
異
法
故　

菩

薩
示
現
一
切
無
量
無
辺
功
徳
神
力
園
林　

転
浄
法
輪　

調
伏
衆

生
故　

於
念
念
中
為
一
切
衆
生
現
成
正
覚
園
林　

法
身
如
虚
空

充
満
一
切
世
界　

平
等
覚
故
。
仏
子
是
為
菩
薩
摩
訶
薩
十
種
園

林　

若
菩
薩
摩
訶
薩
住
此
園
林　

則
得
如
来
無
上
離
憂
快
楽
園

林
﹂生

死
は
菩
薩
の
園
林
な
り
。
園
林
は
遊
戯
し
て
厭
捨
な
き

処
。
菩
薩
生
死
の
迷
界
に
入
り
て
衆
生
を
度
す
る
を
欣
う
こ

と
、
恰
も
園
林
に
入
り
て
遊
戯
厭
捨
な
き
が
如
き
が
故
な
り
と

な
す
。

11

一
、
六
十
華
厳
第
三
十
八
に
い
わ
く

「
有
十
種
園
林　

何
等
為
十　

所
謂

生
死
園
林　

菩
薩
行
を
行
じ
て
憂
悩
を
起
さ
ざ
る
が
故
に

衆
生
教
化
の
園
林
な
り　

衆
生
を
厭
わ
ざ
る
が
故
な
り

一
切
劫
の
園
林
な
り　

菩
薩
一
切
大
行
を
摂
取
す
る
が
故
に　

清
浄
世
界
の
園
林
な
り　

性
無
著
故
に　

一
切
魔
宮
殿
の
園
林
な
り　

魔
の
境
界
を
降
す
故
に　

聴
受
正
法
の
園
林
な
り　

正
念
観
察
故
に　

六
波
羅
蜜
四
法
三
十
七
道
品
園
林
な
り　

慈
父
の
境
界
を
修
習
す
る
が
故
に　

十
力
無
所
畏　

乃
至　

一
切
仏
法
の
園
林
な
り
。

異
法
を
念
ぜ
ざ
る
が
故
に
。　

菩
薩
が
一
切
無
量
無
辺
功
徳
神
力
を
示
現
す
る
園
林
な
り
。　

浄
法
輪
を
転
じ
、
衆
生
を
調
伏
す
る
が
故
に　

念
念
中
に
於
い
て
、
一
切
衆
生
現
成
正
覚
の
為
の
園
林
な
り
。　

法
身
は
虚
空
の
如
く
一
切
世
界
に
充
満
す
。　

平
等
覚
の
故
に
。

仏
子
よ
、
こ
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
十
種
の
園
林
と
為
す
。

若
し
菩
薩
摩
訶
薩
が
こ
の
園
林
に
住
せ
ば

則
ち
如
来
の
無
上
離
憂
快
楽
園
林
を
得
る
な
り
」

生
死
は
菩
薩
の
園
林
な
り
。

園
林
は
遊
戯
し
て
厭
捨
な
き
処
。

菩
薩
が
生
死
の
迷
界
に
入
り
て
衆
生
を
度
す
る
を
欣
う
こ
と
、

あ
た
か
も
園
林
に
入
り
て
遊
戯
厭
捨
な
き
が
如
き
が
故
な
り
と
な
す
。



二
、﹃
十
地
経
﹄
の
意
に
依
れ
ば
、
生
死
の
苦
果
を
園
に
喩
ふ
。

﹁
園
﹂
は
果
実
を
取
る
処
な
る
が
故
に
。
煩
悩
の
衆
多
を
﹁
林
﹂

に
喩
ふ
。﹁
林
﹂
は
樹
木
稠
密
な
る
が
故
に
。﹁
遊
戯
﹂
と
は
、
菩

薩
の
衆
生
を
済
度
す
る
は
恰
も
遊
戯
の
如
く
楽
し
き
が
故
に
云

う
。
地
と
は
場
所
を
云
わ
ん
が
如
し
。

問
曰
く
。
滅
度
を
開
い
て
宅
屋
二
門
と
す
る
。
何
故
に
施
設

し
て
正
修
行
の
位
と
す
る
や
。

答
云　

此
れ
園
林
遊
戯
地
門
の
義
に
位
す
る
を
以
て
な
り
。

其
の
実
は
園
林
遊
戯
地
は
果
後
の
行
な
り
。
和
讃
に

﹁
願
土
に
い
た
れ
ば
す
み
や
か
に
無
上
涅
槃
を
証
し
て
ぞ

　

す
な
は
ち
大
悲
を
お
こ
す
な
り　

こ
れ
を
回
向
と
な
づ
け
た
り
﹂

無
上
涅
槃
を
証
す
と
は
果
極
を
云
う
。﹁
て
ぞ
﹂
の
二
字
は

﹁
已
に
無
上
涅
槃
を
証
し
て
﹂
の
義
。
大
悲
を
起
こ
す
は
そ
の

後
に
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
此
の
利
他
大
悲
は
大
菩
薩
行
の
正
意

と
す
る
処
、﹃
証
巻
﹄
に
は
﹁
還
相
回
向
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
﹂

と
の
た
ま
ふ
。
利
他
の
正
意
と
は
、
利
他
即
正
意
な
り
。
利
他

行
即
菩
薩
行
の
正
意
と
す
る
処
な
り
。
是
を
以
て
因
中
に
行
ず

べ
き
で
あ
る
。
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二
、『
十
地
経
』
の
意
に
依
れ
ば
、
生
死
の
苦
果
を
園
に
喩
ふ
。

「
園
」
は
果
実
を
取
る
処
な
る
が
故
に
。

煩
悩
の
衆
多
を
「
林
」
に
喩
ふ
。「
林
」
は
樹
木
稠
密
な
る
が
故
に
。

「
遊
戯
」
と
は
、

菩
薩
の
衆
生
を
済
度
す
る
は
恰
も
遊
戯
の
如
く
楽
し
き
が
故
に
云
う
。

「
地
」
と
は
場
所
を
云
わ
ん
が
如
し
。

問
い
て
曰
く
。
滅
度
を
開
い
て
宅
・
屋
二
門
と
す
る
。

何
故
に
施
設
し
て
正
修
行
の
位
と
す
る
や
。

答
え
て
云
く
。
こ
れ
園
林
遊
戯
地
門
の
義
に
位
す
る
を
以
て
な
り
。

其
の
実
は
園
林
遊
戯
地
は
果
後
の
行
な
り
。

和
讃
に

「
願
土
に
い
た
れ
ば
す
み
や
か
に
無
上
涅
槃
を
証
し
て
ぞ

　

す
な
は
ち
大
悲
を
お
こ
す
な
り　

こ
れ
を
回
向
と
な
づ
け
た
り
」

無
上
涅
槃
を
証
す
と
は
果
極
を
云
う
。

「
て
ぞ
」
の
二
字
は
「
已
に
無
上
涅
槃
を
証
し
て
」
の
義
。

大
悲
を
起
こ
す
は
そ
の
後
に
あ
り
。

し
か
れ
ど
も
此
の
利
他
大
悲
は
大
菩
薩
行
の
正
意
と
す
る
処
、

『
証
巻
』
に
は
「
還
相
回
向
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
」
と
の
た
ま
ふ
。

利
他
の
正
意
と
は
、
利
他
即
正
意
な
り
。

利
他
行
即
菩
薩
行
の
正
意
と
す
る
処
な
り
。

是
を
以
て
因
中
に
行
ず
べ
き
で
あ
る
。



そ
れ
を
必
ず
成
就
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
果
後
に
回
す
こ
と

が
浄
土
門
の
聖
道
に
異
な
る
処
。
果
後
に
回
す
は
因
中
の
利
他

行
を
必
ず
出
来
さ
せ
ん
が
為
で
あ
る
。
果
後
な
れ
ば
必
ず
成
就

す
。
こ
れ
に
由
っ
て
果
後
の
利
他
行
を
﹃
論
﹄
は
施
設
し
て
、
因

中
の
行
と
す
。
而
し
て
宅
屋
二
門
は
其
の
利
他
行
の
園
林
遊
戯

の
前
に
位
す
る
。
こ
れ
正
修
行
の
位
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所

以
な
り
。

第
二
講　

正
釈
入
出
二
門

一
、
入
出
功
徳

入
と
は
安
楽
浄
土
に
入
る
を
云
い
、
初
入
・
入
極
と
通
じ
て

入
と
名
け
、
入
り
已
り
て
生
死
界
に
還
出
す
る
を
出
と
名
け

る
。
共
に
此
土
よ
り
名
を
立
て
る
。
猶
、
往
還
と
云
う
が
如

し
。
入
は
自
利
を
意
味
し
、
出
は
利
他
を
云
う
。﹁
此
五
種
門
﹂

と
は
五
果
門
を
云
う
。
此
の
五
種
門
中
、
初
め
の
四
種
の
門
は

入
の
功
徳
を
成
就
し
、
後
の
一
種
、
即
第
五
門
は
出
の
功
徳
を

成
就
す
る
。

﹁
入
出
功
徳
﹂
と
は
因
の
五
念
を
指
す
。
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そ
れ
を
必
ず
成
就
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
、

果
後
に
回
す
こ
と
が
浄
土
門
の
聖
道
に
異
な
る
処
。

果
後
に
回
す
は
因
中
の
利
他
行
を
必
ず
出
来
さ
せ
ん
が
為
で
あ
る
。

果
後
な
れ
ば
必
ず
成
就
す
。

こ
れ
に
由
っ
て
果
後
の
利
他
行
を
『
論
』
は
施
設
し
て
、
因
中
の
行
と
す
。

而
し
て
宅
屋
二
門
は
其
の
利
他
行
の
園
林
遊
戯
の
前
に
位
す
る
。

こ
れ
が
正
修
行
の
位
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

第
二
講　

正
釈
入
出
二
門

一
、
入
出
功
徳

入
と
は
安
楽
浄
土
に
入
る
を
云
い
、
初
入
、
入
極
を
通
じ
て
「
入
」
と
名
け
、

入
り
已
り
て
生
死
界
に
還
出
す
る
を
「
出
」
と
名
け
る
。

共
に
此
土
よ
り
名
を
立
て
る
。
猶
、「
往
還
」
と
云
う
が
如
し
。

入
は
自
利
を
意
味
し
、
出
は
利
他
を
云
う
。

「
此
五
種
門
」
と
は
五
果
門
を
云
う
。

此
の
五
種
門
中
、

初
め
の
四
種
の
門
は
、
入
の
功
徳
を
成
就
し
、

後
の
一
種
、
即
ち
第
五
門
は
、
出
の
功
徳
を
成
就
す
る
。

「
入
出
功
徳
」
と
は
因
の
五
念
を
指
す
。



五
念
門
は
是
れ
入
出
が
為
の
功
徳
で
あ
る
。
故
に
五
念
門
を

指
し
て
入
出
功
徳
と
云
う
。
因
の
功
徳
な
く
し
て
浄
土
へ
の
入

出
は
不
可
能
で
あ
る
。
因
の
五
念
門
の
成
就
す
る
処
、
任
運
自

然
に
浄
土
へ
の
入
出
は
自
在
で
あ
る
。
五
果
門
中
、
初
四
門
は

四
念
門
の
成
就
満
足
し
て
益
を
得
た
る
相
で
あ
る
。
故
に
入
功

徳
成
就
と
云
う
。
出
功
徳
と
は
第
五
の
回
向
門
で
あ
る
。
今
、

第
五
園
林
遊
戯
地
門
は
回
向
門
の
成
就
満
足
し
て
利
益
を
得
た

る
相
で
あ
る
。
仍
て
成
就
出
功
徳
と
云
う
。

起
観
生
信
も
五
念
は
因
に
あ
り
。
こ
の
章
の
五
成
就
門
も
猶

因
に
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
五
念
門
は
此
土
に
あ
り
、
五
成
就
門

は
彼
土
に
あ
り
て
、
此
土
に
五
念
門
、
夫
れ
が
彼
土
に
至
っ
て

初
め
て
成
就
満
足
し
、
各
々
の
益
を
得
る
が
此
の
利
行
満
足
の

五
門
で
あ
る
。
二
の
五
門
あ
れ
ど
も
未
だ
果
極
の
位
を
論
ぜ

ず
。
此
れ
は
浄
土
の
大
菩
薩
行
を
安
立
す
る
用
よ
り
起
こ
る
施

設
門
で
あ
る
。
若
し
其
の
実
義
は
起
観
生
信
の
五
念
は
行
と
信

と
証
と
に
し
て
因
果
の
行
で
あ
る
。
利
行
満
足
章
の
五
門
は
正

定
滅
度
の
二
に
し
て
、
因
益
果
益
で
あ
る
。
も
っ
と
も
一
家
四

法
の
建
立
、
因
の
行
信
は
行
に
就
い
て
安
立
し
、
果
の
証
は
益

に
就
い
て
安
立
す
る
。
因
の
行
信
は
因
の
正
定
の
益
あ
れ
ど
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五
念
門
は
是
れ
入
出
が
為
の
功
徳
で
あ
る
。

故
に
五
念
門
を
指
し
て
入
出
功
徳
と
云
う
。

因
の
功
徳
な
く
し
て
浄
土
へ
の
入
出
は
不
可
能
で
あ
る
。

因
の
五
念
門
の
成
就
す
る
処
、
任
運
自
然
に
浄
土
へ
の
入
出
は
自
在
で
あ
る
。

五
果
門
中
、
初
四
門
は
四
念
門
の
成
就
満
足
し
て
益
を
得
た
る
相
で
あ
る
。

故
に
「
入
功
徳
成
就
」
と
云
う
。

出
功
徳
と
は
第
五
の
回
向
門
で
あ
る
。

今
、
第
五
園
林
遊
戯
地
門
は

回
向
門
の
成
就
満
足
し
て
利
益
を
得
た
る
相
で
あ
る
。

仍
て
「
成
就
出
功
徳
」
と
云
う
。

起
観
生
信
も
五
念
は
因
に
あ
り
。
こ
の
章
の
五
成
就
門
も
猶
因
に
あ
り
。

し
か
れ
ど
も
五
念
門
は
此
土
に
あ
り
、
五
成
就
門
は
彼
土
に
あ
り
て
、

此
土
に
五
念
門
、
夫
れ
が
彼
土
に
至
っ
て
初
め
て
成
就
満
足
し
、

各
々
の
益
を
得
る
が
此
の
利
行
満
足
の
五
門
で
あ
る
。

二
の
五
門
あ
れ
ど
も
未
だ
果
極
の
位
を
論
ぜ
ず
。

此
れ
は
浄
土
の
大
菩
薩
行
を
安
立
す
る
用
よ
り
起
こ
る
施
設
門
で
あ
る
。

若
し
其
の
実
義
は

起
観
生
信
章
の
「
五
念
」
は
、
行
と
信
と
証
と
に
し
て
、
因
果
の
行
で
あ
る
。

利
行
満
足
章
の
「
五
門
」
は
正
定
滅
度
の
二
に
し
て
、
因
益
・
果
益
で
あ
る
。

も
っ
と
も
一
家
四
法
の
建
立
、

因
の
行
信
は
行
に
就
い
て
安
立
し
、

果
の
証
は
益
に
就
い
て
安
立
す
る
。

因
の
行
信
は
因
の
正
定
の
益
あ
れ
ど
も
、
そ
れ
は
別
に
立
せ
ず
。



も
、
そ
れ
は
別
に
立
せ
ず
。
果
滅
度
の
位
に
も
果
後
の
任
運
行

の
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
あ
れ
ど
も
、
夫
れ
も
別
立
せ
ず
。
此
れ
四

法
の
建
立
な
り
。
し
か
れ
ど
も
其
の
実
を
論
ず
れ
ば
行
に
因
行

果
行
あ
り
。
益
に
因
益
果
益
あ
り
。
其
の
因
行
果
行
を
起
観
生

信
に
於
て
五
念
と
施
設
し
、
因
益
果
益
を
此
の
利
行
満
足
章
に

於
て
五
成
就
門
と
施
設
す
る
。

一
、
入
功
徳

⑴
第
一
門

﹁
入
第
一
門
者　

以
礼
拝
阿
弥
陀
仏　
為
生
彼
国
故　

得
生

安
楽
世
界　

是
名
入
第
一
門　

礼
仏
願
生
仏
国
是
初
功
徳
相
﹂

五
門
の
果
徳
を
明
し
て
五
念
の
成
就
を
顕
す
。
是
の
故
に
五

果
の
一
一
に
皆
五
念
を
挙
げ
て
入
出
の
所
由
と
な
す
。

今
、
先
ず
第
一
門
を
明
か
す
。
礼
拝
等
は
因
を
挙
げ
て
由
を

示
し
、﹁
得
生
安
楽
世
界
﹂
果
を
説
い
て
益
を
顕
す
。
五
念
五
門

の
各
々
対
配
は
是
れ
一
往
の
義
に
し
て
、
再
往
は
然
ら
ず
。
五

念
成
就
し
て
彼
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
る
の
で
、
五
念
が
別

時
に
顕
現
す
る
の
で
は
な
い
。
前
に
述
べ
る
が
如
し
。
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果
滅
度
の
位
に
も
果
後
の
任
運
行
の
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
あ
れ
ど
も
、

夫
れ
も
別
立
せ
ず
。
此
れ
四
法
の
建
立
な
り
。

し
か
れ
ど
も
そ
の
実
を
論
ず
れ
ば

行
に
因
行
果
行
あ
り
。

益
に
因
益
果
益
あ
り
。
其
の

因
行
果
行
を　

　

起
観
生
信
章
に
於
て
「
五
念
」
と
施
設
し
、

因
益
果
益
を
此
の
利
行
満
足
章
に
於
て
「
五
成
就
門
」
と
施
設
す
る
。

一
、
入
功
徳

⑴
第
一
門

「
入
第
一
門
と
は
、
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
、

か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
な
す
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、

安
楽
世
界
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。

こ
れ
を
入
第
一
門
と
名
づ
く
。　

仏
を
礼
し
て
仏
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。

こ
れ
初
め
の
功
徳
の
相
な
り
。」

五
門
の
果
徳
を
明
し
て
五
念
の
成
就
を
顕
す
。

こ
の
故
に
五
果
の
一
一
に
皆
五
念
を
挙
げ
て
入
出
の
所
由
と
な
す
。

今
、
先
ず
第
一
門
を
明
か
す
。

礼
拝
等
は
因
を
挙
げ
て
由
を
示
し
、

「
得
生
安
楽
世
界
」
果
を
説
い
て
益
を
顕
す
。

五
念
五
門
の
各
々
対
配
は
是
れ
一
往
の
義
に
し
て
、
再
往
は
然
ら
ず
。

五
念
成
就
し
て
彼
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
る
の
で
、

五
念
が
別
時
に
顕
現
す
る
の
で
は
な
い
。

前
に
述
べ
る
が
如
し
。



其
の
一
往
の
施
設
は
行
の
優
劣
を
分
か
つ
教
道
に
准
じ
た
も

の
。
礼
仏
願
生
等
、
た
だ
因
の
功
徳
を
の
み
出
す
の
で
あ
る
。

礼
仏
願
生
は
礼
拝
門
の
相
。

⑵
第
二
門

﹁
入
第
二
門
者　
以
讃
嘆
阿
弥
陀
仏　

随
順
名
義
称
如
来
名

　

依
如
来
光
明
智
相
修
行
故　

得
入
大
会
衆
数　

是
名
入
第
二

門　

依
如
来
名
義
讃
嘆　

是
第
二
功
徳
相
﹂

初
め
に
因
を
挙
げ
て
由
を
示
し
、
後
に
得
入
等
と
果
を
説
い

て
益
を
顕
す
。
初
め
の
中
に
賛
嘆
等
の
一
句
は
総
じ
て
賛
嘆
の

義
を
標
し
、
随
順
な
ど
の
四
句
は
別
し
て
如
実
行
を
示
す
。

　

随
順
名
義
称
如
来
名
＝
名
義
に
対
し
て
明
か
し

　

依
如
来
光
明
智
相
修
行
故
＝
光
明
に
対
し
て
明
か
す

﹁
随
順
﹂
と
﹁
依
﹂
と
は
其
実
に
称
ふ
こ
と
を
明
し

﹁
称
名
﹂
と
﹁
修
行
﹂
と
は
、
其
の
行
相
を
明
す
。

如
実
の
讃
嘆
に
よ
っ
て
大
会
衆
の
数
に
入
る
。
此
れ
讃
嘆
門

の
成
就
満
足
し
て
得
る
処
の
益
で
あ
る
。
因
っ
て
讃
嘆
門
に

﹁
以
故
﹂
の
二
字
を
加
え
て
挙
る
。

釈
文
に
は
名
義
を
依
と
し
て
讃
嘆
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ

16

其
の
一
往
の
施
設
は
行
の
優
劣
を
分
か
つ
教
道
に
准
じ
た
も
の
。

礼
仏
願
生
等
、
た
だ
因
の
功
徳
を
の
み
出
す
の
で
あ
る
。

礼
仏
願
生
は
礼
拝
門
の
相
。

⑵
第
二
門

「
入
第
二
門
と
は
、
阿
弥
陀
仏
を
讃
嘆
し
、

名
義
に
随
順
し
て
如
来
の
名
を
称
し
、

如
来
の
光
明
智
相
に
よ
り
て
修
行
す
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、

大
会
衆
の
数
に
入
る
こ
と
を
得
。
こ
れ
を
入
第
二
門
と
名
づ
く
。

如
来
の
名
義
に
よ
り
て
讃
嘆
す
。
こ
れ
第
二
の
功
徳
相
な
り
。」

初
め
に
因
を
挙
げ
て
由
を
示
し
、
後
に
得
入
等
と
果
を
説
い
て
益
を
顕
す
。

初
め
の
中
に

「
賛
嘆
」
等
の
一
句
は
総
じ
て
賛
嘆
の
義
を
標
し
、

「
随
順
」
等
の
四
句
は
別
し
て
如
実
行
を
示
す
。　

　

随
順
名
義
称
如
来
名
＝
名
義
に
対
し
て
明
か
し

　

依
如
来
光
明
智
相
修
行
故
＝
光
明
に
対
し
て
明
か
す

「
随
順
」
と
「
依
」
と
は
其
実
に
称
ふ
こ
と
を
明
し

「
称
名
」
と
「
修
行
」
と
は
、
其
の
行
相
を
明
す
。

如
実
の
讃
嘆
に
よ
っ
て
大
会
衆
の
数
に
入
る
。

こ
れ
讃
嘆
門
の
成
就
満
足
し
て
得
る
処
の
益
で
あ
る
。

因
っ
て
讃
嘆
門
に
「
以
故
」
の
二
字
を
加
え
て
挙
る
。

釈
文
に
は
名
義
を
依
と
し
て
讃
嘆
す
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
が
因
の
功
徳
相
で
あ
る
。



が
因
の
功
徳
相
で
あ
る
。

﹃
撮
要
﹄
に
い
わ
く
﹁
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
と
は
広
く
三
種
荘
厳
を

嘆
ず
る
な
り
。
主
を
挙
げ
て
伴
を
摂
し
、
正
を
挙
げ
て
依
を
摂

す
。
た
だ
阿
弥
陀
仏
と
言
う
て
名
号
と
言
わ
ず
、
古
人
の
称
名

一
行
を
讃
嘆
と
な
す
も
の
非
な
り
﹂
と
云
う
。
然
れ
ど
も
﹃
註
﹄

に
は
﹁
依
如
来
名
義
讃
嘆
﹂
と
云
う
。
称
名
一
行
と
な
す
こ
と

明
ら
か
な
り
。

⑶
第
三
門

﹁
入
第
三
門
者　

以
一
心
専
念
作
願
生
彼
国　

修
奢
摩
他
寂

静
三
昧
行
故　

得
入
蓮
華
蔵
世
界　

是
名
入
第
三
門　

為
修
寂
静
止
故　

一
心
願
生
彼
国　

是
第
三
功
徳
相
﹂

先
ず
﹃
論
﹄
文
の
﹁
一
心
専
念
﹂
等
は
因
を
挙
げ
、﹁
得
入
﹂
以

下
は
果
を
示
す
。

文
に
二
種
の
訓
点
有
り
。

﹁
以
…
…
作
願
生
彼　

修
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
﹂
と
す
れ

ば
、
奢
摩
他
は
此
土
の
所
修
と
な
り

﹁
以
…
…
作
願
生
彼　

修
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
﹂
と
訓
ず

れ
ば
、
奢
摩
他
は
彼
土
の
所
修
と
な
る
。
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『
撮
要
』
に
い
わ
く

『
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
と
は
広
く
三
種
荘
厳
を
嘆
ず
る
な
り
。

主
を
挙
げ
て
伴
を
摂
し
、
正
を
挙
げ
て
依
を
摂
す
。

た
だ
阿
弥
陀
仏
と
言
う
て
名
号
と
言
わ
ず
、

古
人
の
称
名
一
行
を
讃
嘆
と
な
す
も
の
非
な
り
』
と
云
う
。

然
れ
ど
も
『
論
註
』
に
は
「
依
如
来
名
義
讃
嘆
」
と
云
う
。

称
名
一
行
と
な
す
こ
と
明
ら
か
な
り
。

⑶
第
三
門

「
入
第
三
門
と
は
、
一
心
専
念
に
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
作
願
し
、

奢
摩
他
寂
静
三
昧
の
行
を
修
す
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、

蓮
華
蔵
世
界
に
入
る
こ
と
を
得
。
こ
れ
を
入
第
三
門
と
名
づ
く
。　

寂
静
止
を
修
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
え
に
、
一
心
に
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。

こ
れ
第
三
の
功
徳
相
な
り
。」

先
ず
『
論
』
文
の

　

「
一
心
専
念
」
等
は
因
を
挙
げ
、

　

「
得
入
」
以
下
は
果
を
示
す
。

文
に
二
種
の
訓
点
有
り
。

「
彼
に
生
ぜ
ん
と
作
願
し
て

奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
を
修
す
る
を
以
っ
て
…
の
故
に
」
と
す
れ
ば
、

奢
摩
他
は
此
土
の
所
修
と
な
り

「
彼
に
生
じ
て
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
を
修
す
る
を
作
願
し
て
…
以
っ
て
の
故
」

と
訓
ず
れ
ば
、

奢
摩
他
は
彼
土
の
所
修
と
な
る
。



然
る
に
、
奢
摩
他
と
毘
婆
舎
那
と
は
一
具
の
行
で
あ
る
。
而

し

ゃ

ま

た

び

ば

し

ゃ

な

し
て
次
の
﹃
論
﹄
文
の
毘
婆
舎
那
は
此
土
の
所
修
と
な
す
。
彼

に
望
む
る
時
、
彼
此
二
土
止
観
互
顕
と
見
る
べ
し
。
祖
訓
は
後

義
の
意
。

﹁
一
心
専
念
﹂
は
上
の
讃
嘆
門
の
随
順
名
義
の
相
で
あ
る
。

一
心
に
称
名
し
て
作
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
な
り
。

﹁
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
﹂
と
は
、
身
口
意
の
三
業
に
悪
心
を
起

こ
さ
ず
、
心
に
声
聞
縁
覚
の
二
乗
心
を
止
む
る
こ
と
。
故
に
奢

摩
他
毘
婆
舎
那
は
大
乗
心
で
あ
る
。
仍
て
蓮
華
蔵
世
界
に
入
る

よ
っ

の
で
あ
る
。

﹁
入
蓮
華
蔵
世
界
﹂
此
の
名
は
元
、﹃
華
厳
経
﹄
盧
舎
那
品
に
出

る

し

ゃ

な

づ
。
彼
華
厳
蔵
世
界
は
則
ち
舎
那
の
自
境
界
を
説
く
。
是
れ

因
、
人
の
知
見
す
る
所
に
非
ず
。

﹃
探
玄
﹄
一
に
云
く
﹁
蓮
華
蔵
海　

因
人
非
及
故　

須
光
力
方

可
見
也
﹂
と
。

今
此
の
﹃
論
﹄
中
、
彼
華
蔵
界
の
名
を
採
り
来
り
て
、
唯
仏
自

境
界
を
顕
す
。
彼
外
事
方
量
厳
飾
等
の
相
を
取
る
に
非
ず
。
彼

は
徳
を
以
っ
て
相
に
施
し
、
蓮
華
蔵
海
広
長
の
相
を
説
く
。
今

は
相
を
摂
し
て
徳
に
帰
し
彼
華
厳
の
名
を
以
っ
て
唯
仏
の
自
境
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然
る
に
、
奢
摩
他
と
毘
婆
舎
那
と
は
一
具
の
行
で
あ
る
。

し
ゃ
ま
た

び
ば
し
ゃ
な

而
し
て
次
の
論
の
文
の
毘
婆
舎
那
は
此
土
の
所
修
と
な
す
。

彼
に
望
む
る
時
、
彼
此
二
土
止
観
互
顕
と
見
る
べ
し
。

祖
訓
は
後
義
の
意
。

「
一
心
専
念
」
は
上
の
讃
嘆
門
の
随
順
名
義
の
相
で
あ
る
。

一
心
に
称
名
し
て
作
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
な
り
。

「
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
」
と
は
、
身
口
意
の
三
業
に
悪
心
を
起
こ
さ
ず
、

心
に
声
聞
縁
覚
の
二
乗
心
を
止
む
る
こ
と
。

故
に
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
は
大
乗
心
で
あ
る
。

仍
て
蓮
華
蔵
世
界
に
入
る
の
で
あ
る
。

よ
っ

「
入
蓮
華
蔵
世
界
」

こ
の
名
は
元
、『
華
厳
経
』
盧
舎
那
品
に
出
づ
。

る
し
ゃ
な

彼
の
華
厳
蔵
世
界
は
則
ち
盧
舎
那
の
自
境
界
を
説
く
。

る
し
ゃ
な

是
れ
因
、
人
の
知
見
す
る
所
に
非
ず
。

『
探
玄
』
一
に
云
く

「
蓮
華
蔵
海　

因
人
非
及
故　

須
光
力
方
可
見
也
」
と
。

　

（
蓮
華
蔵
海
は
、
因
、
人
及
ば
ざ
る
が
故
に
光
力
を
も
っ
て
方
に
見
る
べ
き
な
り
）

今
こ
の
『
論
』
中
、
彼
華
蔵
界
の
名
を
採
り
来
り
て
、
唯
仏
自
境
界
を
顕
す
。

彼
外
事
方
量
厳
飾
等
の
相
を
取
る
に
非
ず
。

彼
は
徳
を
以
っ
て
相
に
施
し
、
蓮
華
蔵
海
広
長
の
相
を
説
く
。

今
は
相
を
摂
し
て
徳
に
帰
し
、
彼
の
華
厳
の
名
を
以
っ
て

唯
仏
の
自
境
を
標
し
、
以
っ
て
証
入
の
地
を
示
す
。



を
標
し
、
以
っ
て
証
入
の
地
を
示
す
。

而
し
て
此
中
は
五
門
次
第
の
果
相
を
明
す
。
故
に
先
ず
浄
土

に
生
れ
て
菩
提
に
近
づ
く
、
名
け
て
﹁
近
門
﹂
と
為
し
、
進
ん

で
大
会
衆
数
に
入
る
を
第
二
門
と
為
し
、
更
に
転
進
し
て
本
仏

自
証
の
地
に
入
る
を
﹁
修
行
安
心
の
宅
﹂
と
名
づ
く
。
此
れ
安

心
の
処
に
至
る
を
入
蓮
華
蔵
界
と
い
う
。
即
ち
仏
の
自
境
界
を

指
し
て
蓮
華
蔵
世
界
と
名
づ
け
る
。
安
楽
と
蓮
華
蔵
と
二
種
の

別
あ
る
に
非
ず
。
極
楽
無
為
涅
槃
界
と
云
い
、
清
浄
荘
厳
と
現

わ
す
。
こ
れ
皆
、
蓮
華
蔵
世
界
の
謂
で
あ
る
。
彼
の
安
楽
浄
土

の
荘
厳
は
唯
仏
与
仏
の
知
見
の
故
に
、
一
度
彼
国
に
生
ず
れ
ば

則
ち
其
の
境
に
入
る
。
安
楽
と
華
蔵
と
名
異
体
一
で
あ
る
。
而

る
に
今
、
先
ず
浄
土
に
入
り
、
後
、
華
蔵
世
界
に
入
る
と
説
く

は
暫
く
五
門
の
次
第
を
立
て
、
其
の
浅
深
を
施
設
す
る
の
み
。

名
で
釈
せ
ば
、﹃
探
玄
﹄
三
に
﹁
蓮
華
﹂
を
釈
し
て
、
初
め
に

﹁
真
如
﹂
と
な
し
、
後
に
﹁
如
来
願
力
所
感
大
宝
蓮
華
王
為
浄
土

依
止
﹂
と
云
い
、﹁
蔵
﹂
と
は
﹁
含
摂
義
出
生
義
具
徳
義　

世
是

時
、
界
是
分
斉　

謂
於
時
中　

分
斉
顕
現
﹂
と
云
う
。
今
、
准

釈
せ
ば
、
弥
陀
の
正
覚
の
大
蓮
華
王
に
し
て
、
事
理
不
二
の
故

に
事
華
即
法
華
、
因
果
不
二
の
故
に
此
華
即
ち
願
力
。
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而
し
て
此
中
は
五
門
次
第
の
果
相
を
明
す
。

故
に
先
ず
浄
土
に
生
れ
て
菩
提
に
近
づ
く
、
名
け
て
「
近
門
」
と
為
し
、

進
ん
で
大
会
衆
数
に
入
る
を
第
二
門
と
為
し
、

更
に
転
進
し
て
本
仏
自
証
の
地
に
入
る
を
「
修
行
安
心
の
宅
」
と
名
づ
く
。

此
れ
安
心
の
処
に
至
る
を
「
入
蓮
華
蔵
界
」
と
い
う
。

即
ち
仏
の
自
境
界
を
指
し
て
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と
名
づ
け
る
。

安
楽
と
蓮
華
蔵
と
二
種
の
別
あ
る
に
非
ず
。

極
楽
無
為
涅
槃
界
と
云
い
、
清
浄
荘
厳
と
現
わ
す
。

こ
れ
皆
、
蓮
華
蔵
世
界
の
謂
で
あ
る
。

彼
の
安
楽
浄
土
の
荘
厳
は
唯
仏
与
仏
の
知
見
の
故
に
、

一
度
彼
国
に
生
ず
れ
ば
則
ち
其
の
境
に
入
る
。

安
楽
と
華
蔵
と
名
異
体
一
で
あ
る
。

而
る
に
今
、
先
ず
浄
土
に
入
り
、
後
、
華
蔵
世
界
に
入
る
と
説
く
は

暫
く
五
門
の
次
第
を
立
て
、
其
の
浅
深
を
施
設
す
る
の
み
。

名
で
釈
せ
ば
、『
探
玄
』
三
に

「
蓮
華
」
を
釈
し
て
、
初
め
に
「
真
如
」
と
な
し
、

後
に
「
如
来
願
力
所
感
大
宝
蓮
華
王
為
浄
土
依
止
」
と
云
い
、

「
蔵
」
と
は
「
含
摂
義
出
生
義
具
徳
義　

世
是
時
、
界
是
分
斉　

謂
於
時
中　

分

斉
顕
現
」
と
云
う
。

今
、
准
釈
せ
ば
、
弥
陀
の
正
覚
の
大
蓮
華
王
に
し
て
、

事
理
不
二
の
故
に
事
華
即
法
華
、

因
果
不
二
の
故
に
此
の
華
、
即
ち
願
力
。



上
に
如
来
浄
華
と
曰
い
、
或
い
は
正
覚
華
と
曰
う
。
経
に
は

衆
宝
蓮
華
周
満
世
界
と
云
う
。
此
れ
乃
ち
十
方
衆
生
往
生
の
所

座
で
あ
っ
て
願
力
成
就
、
願
力
所
成
な
る
が
故
に
仏
の
正
覚
華

と
無
二
無
別
で
あ
る
。
十
方
往
覲
は
是
れ
含
摂
の
義
、
華
光
出

お
う
き
ん

仏
は
是
れ
出
生
の
義
、
無
量
功
徳
宝
性
の
荘
厳
は
是
れ
具
徳
の

義
、
此
華
の
周
満
せ
る
国
土
、
此
を
蓮
華
蔵
世
界
と
云
う
。
世

界
と
云
う
は
因
順
余
方
の
□
で
あ
る
。
特
に
第
三
門
に
此
の
名

あ
る
も
の
は
寂
静
三
昧
は
即
ち
入
一
法
句
の
故
に
、
一
切
如
来

の
自
証
真
如
を
指
し
て
蓮
華
蔵
界
と
云
う
に
応
ず
る
の
で
あ

る
。

﹃
探
玄
﹄
三
に
云
く
﹁
三
世
諸
仏
厳
華
蔵
界
﹂
等
。
而
し
て
次

の
屋
門
の
受
用
種
々
法
味
楽
に
対
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
意
は

広
観
な
る
が
故
に
。

﹁
為
修
寂
静
止
故
﹂

亦
二
義
あ
り
。

一
に
云
く
、
上
の
﹃
論
﹄
に
﹁
欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
﹂
と
云

う
。
今
其
の
意
に
依
っ
て
﹁
為
修
故
﹂
と
云
う
。
然
る
に
上
は

行
相
を
先
に
し
て
所
由
を
後
に
す
る
。
今
は
即
ち
之
に
反
す

と
。
此
は
修
寂
静
止
を
此
土
の
行
と
す
る
義
。

20

上
に
如
来
浄
華
と
曰
い
、
或
い
は
正
覚
華
と
曰
う
。

経
に
は
衆
宝
蓮
華
周
満
世
界
と
云
う
。

こ
れ
乃
ち
十
方
衆
生
往
生
の
所
座
で
あ
っ
て
願
力
成
就
、

願
力
所
成
な
る
が
故
に
仏
の
正
覚
華
と
無
二
無
別
で
あ
る
。

十
方
往
勤
は
こ
れ
含
摂
の
義
、

お
う
き
ん

華
光
出
仏
は
こ
れ
出
生
の
義
、

無
量
功
徳
宝
性
の
荘
厳
は
こ
れ
具
徳
の
義
、

此
の
華
の
周
満
せ
る
国
土
、
こ
れ
を
蓮
華
蔵
世
界
と
云
う
。

「
世
界
」
と
云
う
は
因
順
余
方
の
称
で
あ
る
。

特
に
第
三
門
に
此
の
名
あ
る
も
の
は

寂
静
三
昧
は
即
ち
入
一
法
句
の
故
に

一
切
如
来
の
自
証
真
如
を
指
し
て
蓮
華
蔵
界
と
云
う
に
応
ず
る
の
で
あ
る
。

『
探
玄
』
三
に
云
く
「
三
世
諸
仏
厳
華
蔵
界
」
等
。

而
し
て
次
の
屋
門
の
「
受
用
種
々
法
味
楽
」
に
対
す
る
の
で
あ
る
。

彼
は
意
は
広
観
な
る
が
故
に
。

「
為
修
寂
静
止
故
」

亦
二
義
あ
り
。

一
に
云
く
、
上
の
『
浄
土
論
』
に
「
欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
」
と
云
う
。

今
其
の
意
に
依
っ
て
「
為
修
故
」
と
云
う
。
然
る
に

上
は
行
相
を
先
に
し
て
所
由
を
後
に
す
る
。

今
は
即
ち
之
に
反
す
と
。

此
は
修
寂
静
止
を
此
土
の
行
と
す
る
義
。



一
に
云
く
、﹁
為
修
寂
静
止
﹂
等
は
所
期
の
果
相
に
し
て
、
一

心
願
生
彼
国
は
能
期
の
行
相
な
り
と
。
此
れ
は
﹁
修
寂
静
止
﹂

を
彼
土
の
修
行
と
す
る
義
。
今
は
後
説
に
従
う
。
次
の
第
四
門

の
注
釈
に
生
後
に
於
い
て
毘
婆
沙
那
を
云
う
に
順
ず
る
が
故

に
。

﹁
止
﹂
を
此
土
の
止
と
な
す
説
に
於
い
て
は
此
土
の
止
は
一

心
作
願
す
る
な
り
。
仏
の
名
号
の
力
で
行
者
の
諸
の
悪
を
止
め

給
う
。
此
れ
此
土
の
止
な
り
。
即
ち
此
土
の
止
は
一
心
作
願
の

往
相
な
り
。
因
み
に
今
、﹁
以
故
﹂
の
二
字
は
願
生
す
る
は
其
止

を
見
か
け
て
願
生
す
る
。
故
に
﹁
以
故
﹂
と
云
う
。
止
を
得
ん

と
し
て
願
生
す
る
と
な
す
。
学
者
中
、
こ
れ
に
よ
る
も
の
あ

り
。⑷

第
四
門

﹁
入
第
四
門
者　

以
専
念
観
察
彼
妙
荘
厳　

修
毘
婆
舎
那
故

　

得
到
彼
処　

受
用
種
種
法
味
楽　

是
名
入
第
四
門

種
種
法
味
楽
者　

毘
婆
舎
那
中　

有
観
仏
国
土
清
浄
味　

摂

受
衆
生
大
乗
味　

畢
竟
住
持
不
虚
作
味　

類
事
起
行
願
取
仏
土

味　

有
如
是
等
無
量
荘
厳
仏
道
味　

故
言
種
種　

是
第
四
門
功

徳
相
﹂
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一
に
云
く
、

「
為
修
寂
静
止
」
等
は
所
期
の
果
相
に
し
て
、

「
一
心
願
生
彼
国
」
は
能
期
の
行
相
な
り
と
。

こ
れ
は
「
修
寂
静
止
」
を
彼
土
の
修
行
と
す
る
義
で
あ
る
。

今
は
後
説
に
従
う
。

次
の
第
四
門
の
注
釈
に
生
後
に
於
い
て
毘
婆
沙
那
を
云
う
に
順
ず
る
が
故
に
。

「
止
」
を
此
土
の
止
と
な
す
説
に
於
い
て
は

此
土
の
止
は
一
心
作
願
す
る
な
り
。

仏
の
名
号
の
力
で
行
者
の
諸
の
悪
を
止
め
給
う
。

此
れ
此
土
の
止
な
り
。

即
ち
此
土
の
止
は
一
心
作
願
の
往
相
な
り
。

因
み
に
今
、「
以
故
」
の
二
字
は

願
生
す
る
は
其
止
を
見
か
け
て
願
生
す
る
。
故
に
「
以
故
」
と
云
う
。

止
を
得
ん
と
し
て
願
生
す
る
と
な
す
。
学
者
中
、
こ
れ
に
よ
る
も
の
あ
り
。

⑷
第
四
門

入
第
四
門
と
は
、
専
念
に
か
の
妙
荘
厳
を
観
察
し
、
毘
婆
舎
那
を
修
す

る
を
も
つ
て
の
ゆ
え
に
、
か
の
処
に
到
り
て
種
々
の
法
味
楽
を
受
用
す
る

こ
と
を
得
。
こ
れ
を
入
第
四
門
と
名
づ
く
。　

「
種
々
の
法
味
楽
」と
は
、毘
婆
舎
那
の
な
か
に
、観
仏
国
土
清
浄
味・摂

受
衆
生
大
乗
味
・
畢
竟
住
持
不
虚
作
味
・
類
事
起
行
願
取
仏
土
味
あ
り
。

か
く
の
ご
と
き
等
の
無
量
の
荘
厳
仏
道
の
味
あ
る
が
ゆ
え
に「
種
々
」と

い
う
。
こ
れ
第
四
の
門
の
功
徳
相
な
り
。



第
四
屋
門

﹁
入
第
四
門
﹂
と
は
蓮
華
蔵
世
界
に
入
り
畢
っ
て
、
法
味
楽
を

受
用
す
る
。
此
れ
は
第
四
の
観
察
門
の
成
就
満
足
し
て
益
を
得

る
相
で
あ
る
。
故
に
観
察
に
﹁
以
故
﹂
の
二
字
を
加
ふ
。

﹁
専
念
観
察
﹂
等
は
因
を
挙
げ
て
﹁
得
到
彼
所
﹂
等
は
果
を
示

す
。
心
を
浄
境
に
係
て
移
ら
ざ
る
を
専
念
と
云
う
。
乃
ち
是
れ

思
惟
位
で
、
正
受
の
前
方
便
な
り
。
観
察
は
是
れ
正
受
に
し
て

了
了
に
三
種
荘
厳
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。

﹁
毘
婆
沙
那
﹂
は
上
の
観
察
を
指
す
。
即
ち
此
土
所
修
の
行

相
を
示
す
。
彼
所
は
上
の
蓮
華
蔵
界
を
指
す
。
仏
自
証
の
境
に

到
り
て
法
味
楽
を
受
用
す
る
を
屋
門
の
徳
と
な
す
。
是
れ
其
の

入
極
な
り
。﹁
法
味
楽
﹂
と
は
無
漏
の
大
智
が
法
を
甘
す
る
を
云

う
。
法
と
は
有
為
の
世
楽
に
揀
ぶ
の
言
。
浄
影
云
く
、﹁
甘
法
名

え
ら

味
﹂︵
大
乗
義
章
に
出
づ
︶
と
。

﹁
毘
婆
沙
那
中
﹂
等
。
此
土
の
観
境
に
約
し
て
其
の
徳
相
を

示
す
。
故
に
毘
婆
沙
那
中
と
云
う
。
此
に
在
り
て
之
を
観
じ
、

彼
に
至
り
て
受
用
す
。
境
界
別
な
き
が
故
な
り
。
亦
可
。
毘
婆

沙
那
の
言
、
彼
土
に
通
ず
。
起
観
生
信
章
の
釈
に
止
観
各
此
彼

二
土
に
通
ぜ
し
め
、
廻
向
釈
、
還
相
の
下
に
﹁
生
彼
土
已
得
奢
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第
四
屋
門

「
入
第
四
門
」
と
は
蓮
華
蔵
世
界
に
入
り
畢
っ
て
、
法
味
楽
を
受
用
す
る
。

此
れ
は
第
四
の
観
察
門
の
成
就
満
足
し
て
益
を
得
る
相
で
あ
る
。

故
に
観
察
に
「
以
故
」
の
二
字
を
加
ふ
。

「
専
念
観
察
」
等
は
因
を
挙
げ
て
得
到
彼
所
等
は
果
を
示
す
。

心
を
浄
境
に
係
て
移
ら
ざ
る
を
専
念
と
云
う
。

乃
ち
是
れ
思
惟
位
で
、
正
受
の
前
方
便
な
り
。

観
察
は
是
れ
正
受
に
し
て
了
了
に
三
種
荘
厳
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。

「
毘
婆
沙
那
」
は
上
の
観
察
を
指
す
。
即
ち
此
土
所
修
の
行
相
を
示
す
。

彼
所
は
上
の
蓮
華
蔵
界
を
指
す
。

仏
自
証
の
境
に
到
り
て
法
味
楽
を
受
用
す
る
を
屋
門
の
徳
と
な
す
。

是
れ
其
の
入
極
な
り
。

「
法
味
楽
」
と
は
無
漏
の
大
智
が
法
を
甘
す
る
を
云
う
。

法
と
は
有
為
の
世
楽
に
揀
ぶ
の
言
。

え
ら

浄
影
云
く
、「
甘
法
名
味
」（『
大
乗
義
章
』
に
出
づ
）
と
。

「
毘
婆
沙
那
中
」
等
。
此
土
の
観
境
に
約
し
て
其
の
徳
相
を
示
す
。

故
に
毘
婆
沙
那
中
と
云
う
。

此
に
在
り
て
之
を
観
じ
、
彼
に
至
り
て
受
用
す
。

境
界
別
な
き
が
故
な
り
。
亦
可
。

毘
婆
沙
那
の
言
、
彼
土
に
通
ず
。

起
観
生
信
章
の
釈
に
止
観
各
此
彼
二
土
に
通
ぜ
し
め
、

廻
向
釈
、
還
相
の
下
に
「
生
彼
土
已
得
奢
摩
他
毘
婆
沙
那
成
就
」
と
云
う
。

今
亦
同
意
な
り
。



摩
他
毘
婆
沙
那
成
就
﹂
と
云
う
。
今
亦
同
意
な
り
。

﹁
種
々
法
味
楽
﹂
等
の
釈
文
に
不
審
あ
り
。
受
用
法
楽
は
入

第
四
門
の
体
で
あ
る
。
第
四
の
功
徳
に
は
非
ず
。
第
四
の
功
徳

と
云
う
の
は
利
行
満
足
の
第
四
門
で
あ
る
。
然
る
に
今
其
の
法

味
楽
を
釈
し
て
四
種
を
挙
げ
て
、
夫
れ
を
第
四
功
徳
相
と
結

す
。
義
通
ぜ
ざ
る
に
似
た
り
。
是
は
本
観
察
門
の
二
十
九
種
の

観
察
は
果
後
の
受
用
法
楽
を
仮
に
施
設
し
て
、
因
中
に
観
察
門

と
し
た
る
も
の
、
果
後
受
用
法
楽
が
第
四
屋
門
中
に
入
り
来
っ

て
あ
る
。
乃
て
、
今
受
用
法
楽
を
第
四
の
功
徳
相
と
結
す
。

﹁
観
仏
国
土
清
浄
味
﹂
と
は
、
観
と
は
受
用
の
義
、
無
漏
の
智

が
依
正
の
妙
浄
を
受
用
す
る
な
り
。
此
下
四
味
を
以
っ
て
二
十

九
種
を
摂
す
る
。

第
一
は
清
浄
功
徳
で
、
国
土
十
七
種
の
中
の
総
を
挙
げ
て
別

を
摂
す
。
即
ち
国
土
清
浄
功
徳
を
観
ず
る
の
で
あ
る
。

第
二
﹁
摂
取
衆
生
大
乗
味
﹂
と
は
、
大
義
円
功
徳
を
観
ず
る

也
。
別
の
十
六
句
中
、
平
等
一
味
を
挙
げ
て
、
以
っ
て
上
の
清

浄
の
徳
は
是
れ
主
伴
同
じ
く
受
用
す
る
所
な
る
こ
と
を
顕
し
て

清
浄
の
義
を
成
ず
。
善
悪
等
の
諸
機
を
摂
受
し
て
、
大
乗
一
味

な
ら
し
む
。
故
に
﹁
摂
受
衆
生
大
乗
﹂
と
云
う
。
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「
種
々
法
味
楽
」
等
の
釈
文
に
不
審
あ
り
。

受
用
法
楽
は
入
第
四
門
の
体
で
あ
る
。
第
四
の
功
徳
に
は
非
ず
。

第
四
の
功
徳
と
云
う
の
は
利
行
満
足
の
第
四
門
で
あ
る
。
然
る
に

今
其
の
法
味
楽
を
釈
し
て
四
種
を
挙
げ
、
そ
れ
を
第
四
功
徳
相
と
結
す
。

義
通
ぜ
ざ
る
に
似
た
り
。

是
は
本
観
察
門
の
二
十
九
種
の
観
察
は

果
後
の
受
用
法
楽
を
仮
に
施
設
し
て
、
因
中
に
観
察
門
と
し
た
る
も
の
、

果
後
受
用
法
楽
が
第
四
屋
門
中
に
入
り
来
っ
て
あ
る
。

乃
て
、
今
受
用
法
楽
を
第
四
の
功
徳
相
と
結
す
。

「
観
仏
国
土
清
浄
味
」
と
は
、
観
と
は
受
用
の
義
、

無
漏
の
智
が
依
正
の
妙
浄
を
受
用
す
る
な
り
。

此
下
四
味
を
以
っ
て
二
十
九
種
を
摂
す
る
。

第
一
は
清
浄
功
徳
で
、
国
土
十
七
種
の
中
の
総
を
挙
げ
て
別
を
摂
す
。

即
ち
国
土
清
浄
功
徳
を
観
ず
る
の
で
あ
る
。

第
二
「
摂
取
衆
生
大
乗
味
」
と
は
、
大
義
円
功
徳
を
観
ず
る
也
。

別
の
十
六
句
中
、
平
等
一
味
を
挙
げ
て
、

以
っ
て
上
の
清
浄
の
徳
は

是
れ
主
伴
同
じ
く
受
用
す
る
所
な
る
こ
と
を
顕
し
て
清
浄
の
義
を
成
ず
。

善
悪
等
の
諸
機
を
摂
受
し
て
、
大
乗
一
味
な
ら
し
む
。

故
に
摂
受
衆
生
大
乗
と
云
う
。



第
三
﹁
畢
竟
住
持
不
虚
作
味
﹂
と
は
、
不
虚
作
功
徳
を
観
ず
る

也
。
仏
八
句
の
中
の
最
勝
に
□
て
、
余
の
七
を
摂
す
。
畢
竟
は

尽
際
不
差
を
謂
う
。
虚
妄
業
作
の
不
能
住
持
に
揀
ぶ
。

﹁
類
事
起
行
願
取
仏
土
味
﹂
と
は
菩
薩
の
四
種
を
挙
げ
て

以
っ
て
不
虚
作
の
速
満
宝
海
の
往
相
を
顕
す
。

﹁
類
事
起
行
﹂
は
供
養
諸
仏
で
、
浄
穢
の
諸
国
に
到
り
て
作
す

所
の
事
業
が
其
の
国
の
所
応
に
類
同
す
る
を
類
事
と
云
い
、
供

養
諸
仏
を
起
行
と
云
う
。
衆
生
を
観
発
し
て
浄
土
を
願
求
せ
し

む
る
を
願
取
仏
土
と
云
う
。
或
は
云
く
、﹁
類
事
起
行
は
随
類
応

同
で
、
願
取
仏
土
は
八
相
作
仏
な
り
﹂
と
。

一
、
出
功
徳

⑸
第
五
門

﹁
出
第
五
門
者　

以
大
慈
悲　

観
察
一
切
苦
悩
衆
生　
示
応

化
身　

廻
入
生
死
園
煩
悩
林
中　

遊
戯
神
通　

至
教
化
地　
以

本
願
力
廻
向
故　

是
名
出
第
五
門
﹂

﹃
論
﹄
文
の
中
、
初
め
に
果
を
説
い
て
益
を
顕
し
、
後
に
﹁
以

本
﹂
等
と
因
を
挙
げ
て
由
を
示
す
。

上
の
四
門
は
因
を
先
に
し
、
果
を
後
に
す
。
今
此
中
は
之
に
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第
三
「
畢
竟
住
持
不
虚
作
味
」
と
は
、
不
虚
作
功
徳
を
観
ず
る
也
。

仏
八
句
の
中
の
最
勝
に
□
て
、
余
の
七
を
摂
す
。

畢
竟
は
尽
際
不
差
を
謂
う
。
虚
妄
業
作
の
不
能
住
持
に
揀
ぶ
。

「
類
事
起
行
願
取
仏
土
味
」
と
は

菩
薩
の
四
種
を
挙
げ
て
以
っ
て
不
虚
作
の
速
満
宝
海
の
往
相
を
顕
す
。

「
類
事
起
行
」
は
供
養
諸
仏
で
、

浄
穢
の
諸
国
に
到
り
て
作
す
所
の
事
業
が

其
の
国
の
所
応
に
類
同
す
る
を
「
類
事
」
と
云
い
、

供
養
諸
仏
を
「
起
行
」
と
云
う
。

衆
生
を
観
発
し
て
浄
土
を
願
求
せ
し
む
る
を
「
願
取
仏
土
」
と
云
う
。

或
い
は
云
く
、

「
類
事
起
行
は
随
類
応
同
で
、
願
取
仏
土
は
八
相
作
仏
な
り
」
と
。

一
、
出
功
徳

第
五
門

「
出
第
五
門
と
は
、
大
慈
悲
を
も
っ
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、

応
化
身
を
示
し
て
、
生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
の
な
か
に
回
入
し
て
遊
戯
し
、

神
通
も
っ
て
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
も
っ
て
の
ゆ
え
な
り
。

こ
れ
を
出
第
五
門
と
名
づ
く
。」

『
浄
土
論
』
の
文
の
中
、

初
め
に
果
を
説
い
て
益
を
顕
し
、

後
に
「
以
本
」
等
と
因
を
挙
げ
て
由
を
示
す
。

上
の
四
門
は
因
を
先
に
し
、
果
を
後
に
す
。
今
此
中
は
之
に
反
す
。



反
す
。
文
に
前
後
あ
る
も
義
に
別
な
し
。
大
慈
悲
は
因
果
に
通

ず
。
今
施
説
門
で
は
出
第
五
門
は
猶
菩
薩
の
因
位
に
あ
り
、
爾

れ
ど
も
大
慈
悲
と
云
う
に
妨
な
し
。
上
の
四
は
皆
智
、
今
は
こ

れ
大
悲
、
五
門
は
即
ち
是
れ
悲
智
な
り
。
観
察
は
方
便
備
省

で
、
之
を
出
化
の
本
と
な
す
。
此
れ
は
是
れ
能
起
。

﹁
示
応
化
身
﹂
等
。
と
は
是
れ
所
起
、
中
に
於
い
て
応
化
身
は

能
化
の
身
で
生
死
園
煩
悩
林
は
起
化
の
処
、
亦
所
化
の
機
、
生

死
は
是
れ
果
、
煩
悩
は
是
れ
因
、
苦
果
は
園
に
喩
え
、
苦
因
は

林
に
喩
ふ
。
園
の
園
た
る
所
以
は
林
□
あ
る
を
以
っ
て
な
る
に

同
じ
く
、
生
死
の
生
死
た
る
は
煩
悩
あ
る
に
由
る
。
菩
薩
の
生

死
を
観
る
や
、
生
死
即
ち
涅
槃
に
し
て
、
別
に
廻
入
す
べ
き
処

な
し
。
今
、
其
の
廻
入
す
る
所
以
は
衆
生
の
煩
悩
稠
林
の
如
く

な
る
を
度
せ
ん
が
為
で
あ
る
。
智
に
応
ず
る
悲
、
見
る
べ
し
。

﹁
神
通
﹂
と
は
総
じ
て
六
通
を
さ
す
。
一
切
の
作
用
、
壅
る
な

さ
え
ぎ

き
を
﹁
通
﹂
と
云
い
、
所
為
霊
妙
に
し
て
凡
夫
の
測
る
所
に
非

ざ
る
を
﹁
神
﹂
と
云
う
。﹁
教
化
地
﹂
と
は
、
教
化
は
誨
諭
転
換

か

い

ゆ

に
名
け
、
地
は
所
赴
の
處
に
名
づ
く
。

﹁
以
本
願
力
廻
向
故
﹂
と
は
、
本
願
力
に
二
種
の
義
あ
り
。

﹃
六
要
抄
﹄
に
云
く
﹁
顕
説
は
先
ず
行
者
の
願
力
を
指
す
。
推
功
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文
に
前
後
あ
る
も
義
に
別
な
し
。
大
慈
悲
は
因
果
に
通
ず
。

今
、
施
説
門
で
は
出
第
五
門
は
猶
菩
薩
の
因
位
に
あ
り
、

爾
れ
ど
も
大
慈
悲
と
云
う
に
妨
げ
な
し
。

上
の
四
は
皆
、
智
、
今
は
こ
れ
大
悲
、
五
門
は
即
ち
是
れ
悲
智
な
り
。

観
察
は
方
便
備
省
で
、
之
を
出
化
の
本
と
な
す
。
此
れ
は
、
是
れ
能
起
。

「
示
応
化
身
」
等
と
は
、
是
れ
所
起
、

中
に
於
い
て
応
化
身
は
能
化
の
身
で
、

生
死
園
、
煩
悩
林
は
起
化
の
処
、
亦
所
化
の
機
、

生
死
は
是
れ
果
、
煩
悩
は
是
れ
因
、

苦
果
は
園
に
喩
え
、
苦
因
は
林
に
喩
ふ
。

園
の
園
た
る
所
以
は
、
林
あ
る
を
以
っ
て
な
る
に
同
じ
く
、

生
死
の
生
死
た
る
は
煩
悩
あ
る
に
由
る
。

菩
薩
の
生
死
を
観
る
や
、
生
死
即
ち
涅
槃
に
し
て
、

別
に
廻
入
す
べ
き
処
な
し
。

今
、
其
の
廻
入
す
る
所
以
は

衆
生
の
煩
悩
稠
林
の
如
く
な
る
を
度
せ
ん
が
為
で
あ
る
。

智
に
応
ず
る
悲
、
見
る
べ
し
。

「
神
通
」
と
は
総
じ
て
六
通
を
さ
す
。

一
切
の
作
用
、
壅
る
な
き
を
「
通
」
と
云
い
、

さ
え
ぎ

所
為
霊
妙
に
し
て
凡
夫
の
測
る
所
に
非
ざ
る
を
「
神
」
と
云
う
。

「
教
化
地
」
と
は
、「
教
化
」
は
誨
諭
転
換
に
名
け
、

か
い
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

「
地
」
は
所
赴
の
處
に
名
づ
く
。

「
以
本
願
力
廻
向
故
」
と
は
、
本
願
力
に
二
種
の
義
あ
り
。

『
六
要
抄
』
に
云
く

「
顕
説
は
先
ず
行
者
の
願
力
を
指
す
。



帰
本
す
れ
ば
唯
是
れ
仏
願
力
な
り
﹂
と
。
即
ち
末
に
就
い
て
言

え
ば
菩
薩
の
本
願
な
り
。
推
功
帰
本
す
れ
ば
唯
是
れ
仏
願
力
で

あ
る
。
吾
が
祖
、
二
門
偈
御
本
典
行
巻
引
用
の
意
は
、
弥
陀
の

本
願
な
り
。
本
願
と
は
二
十
二
願
で
あ
る
。

次
に
釈
文
、

﹁
示
応
化
身
者
如
法
華
経
普
門
示
現
之
類
也　

遊
戯
有
二
義

一
者
自
在
義
菩
薩
度
衆
生
譬
如
師
子
搏
鹿
所
為
不
難
如
似
遊
戯

二
者
度
無
所
度
義
菩
薩
観
衆
生
畢
竟
無
所　

有
雖
度
無
量
衆
生

而
実
無
一
衆
生
得
滅
度
者
示
度
衆
生
如
似
遊
戯　

言
本
願
力
者

示
大
菩
薩　

於
法
身
中
常
在
三
昧　

而
現
種
種
身　

種
種
神
通

　

種
種
説
法　

皆
以
本
願
力
起　

譬
如
阿
修
羅
琴
雖
無
鼓
者
而

音
曲
自
然
是
名
教
化
地
第
五
功
徳
相
﹂

﹁
示
応
化
身
者
如
法
華
経
普
門
示
現
之
類
也
﹂

﹃
法
華
経
普
門
﹄
に
観
音
三
十
三
身
を
現
わ
し
、
十
九
種
の
説

法
を
な
し
て
随
類
示
現
応
機
化
変
の
相
を
説
く
。
今
彼
を
指
し

て
以
っ
て
示
応
化
身
を
例
す
る
な
り
。
還
相
廻
向
の
願
文
に
、

位
を
標
し
て
究
竟
一
処
補
処
と
云
い
、
行
相
を
示
し
て
本
願
自

在
所
化
と
云
い
、
分
斉
を
顕
し
て
修
習
普
賢
之
徳
と
云
う
。
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推
功
帰
本
す
れ
ば
唯
是
れ
仏
願
力
な
り
」
と
。

即
ち
末
に
就
い
て
言
え
ば
菩
薩
の
本
願
な
り
。

推
功
帰
本
す
れ
ば
唯
是
れ
仏
願
力
で
あ
る
。

吾
が
祖
、『
二
門
偈
』
御
本
典
行
巻
引
用
の
意
は
、
弥
陀
の
本
願
な
り
。

本
願
と
は
二
十
二
願
で
あ
る
。

次
に
釈
文
、

「「
応
化
身
を
示
し
て
」
と
は
、『
法
華
経
』
の
普
門
示
現
の
類
の
ご
と
し
。

「
遊
戯
」
に
二
の
義
あ
り
。

一
に
は
自
在
の
義
な
り
。
菩
薩
、
衆
生
を
度
す
る
こ
と
は
、
た
と
へ
ば
獅
子
の

鹿
を
搏
つ
が
ご
と
く
、
な
す
と
こ
ろ
難
か
ら
ざ
る
こ
と
遊
戯
す
る
が
ご
と
し
。

二
に
は
度
無
所
度
の
義
な
り
。
菩
薩
、
衆
生
を
観
ず
る
に
畢
竟
じ
て
所
有
な

し
。
無
量
の
衆
生
を
度
す
と
い
へ
ど
も
、
実
に
一
衆
生
と
し
て
滅
度
を
得
る
も
の

な
し
。
衆
生
を
度
す
る
を
示
す
こ
と
遊
戯
す
る
が
ご
と
し
。

「
本
願
力
」
と
い
う
は
、
大
菩
薩
、
法
身
の
な
か
に
お
い
て
、
つ
ね
に
三
昧
に
ま

し
ま
し
て
、
種
々
の
身
、
種
々
の
神
通
、
種
々
の
説
法
を
現
ず
る
こ
と
を
示
す
。

み
な
本
願
力
を
も
っ
て
起
せ
り
。
た
と
へ
ば
阿
修
羅
の
琴
の
鼓
す
る
も
の
な
し
と

い
へ
ど
も
、
音
曲
自
然
な
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
を
教
化
地
の
第
五
の
功
徳
相
と
名

づ
く
。」

「「
応
化
身
を
示
し
て
」
と
は
、『
法
華
経
』
の
普
門
示
現
の
類
の
ご
と
し
。」

『
法
華
経
普
門
』
に
観
音
三
十
三
身
を
現
わ
し
、

十
九
種
の
説
法
を
な
し
て
随
類
示
現
応
機
化
変
の
相
を
説
く
。

今
、
彼
を
指
し
て
以
っ
て
示
応
化
身
を
例
す
る
な
り
。

還
相
廻
向
の
願
文
に
、

位
を
標
し
て
「
究
竟
一
処
補
処
」
と
云
い
、

行
相
を
示
し
て
「
本
願
自
在
所
化
」
と
云
い
、

分
斉
を
顕
し
て
、「
修
習
普
賢
之
徳
」
と
云
う
。



経
に
云
く

﹁
彼
菩
薩
乃
至
成
仏
不
更
悪
趣　

神
通
自
在
常
識
宿
命　

除

生
他
方
五
濁
悪
世
示
現
同
彼
如
我
国
也
﹂

機
の
所
宜
に
応
じ
て
変
化
す
る
所
の
身
を
応
化
身
と
云
う
。

応
即
ち
化
で
、
十
界
身
を
現
ず
る
な
り
。

﹁
遊
戯
有
二
義
﹂

初
め
は
俗
諦
の
事
相
に
約
し
、
後
は
真
諦
の
理
性
に
約
す
。

真
俗
不
二
が
真
の
遊
戯
な
る
が
故
に
。

﹃
智
論
﹄
七
に
云
く

﹁
菩
薩
心
生
諸
三
昧　

欣
楽
出
入
自
在　

名
之
為
戯　

非
結

愛
戯
也　

戯
名
自
在
如
獅
子
在
鹿
中　

自
在
無
畏
故
名
為
戯
﹂

又
八
に
云
く
﹁
譬
如
獅
子
摶
鹿
自
在
戯
楽　
仏
亦
如
是
﹂
と
。

﹃
六
要
﹄
に
云
く
﹁
獅
子
、
猛
獣
鹿
者
小
獣　

摶
之
最
易　

以

譬
菩
薩
済
度
衆
生　

得
其
自
在
神
力
也
﹂
初
義
可
知
。

文
に
﹃
智
論
﹄
二
十
に
云
く
﹁
三
世
十
方
仏　

求
一
切
衆
生　

不
可
得
故
無
所
度
﹂
と
。

劫
を
窮
め
て
度
す
と
雖
も
、
終
に
一
衆
生
を
も
済
度
せ
ず
。

之
を
度
無
所
度
と
云
う
。
観
と
は
般
若
が
如
に
達
す
る
を
云

う
。
方
便
智
は
衆
生
の
苦
悩
を
観
ず
。
而
し
て
般
若
は
衆
生
は
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経
に
云
く

「
彼
の
菩
薩
、
乃
至
成
仏
ま
で
悪
趣
に
更
ら
ず
。
神
通
自
在
に
し
て
常
に
宿
命

か
え

を
識
る
。
他
方
五
濁
悪
世
に
生
じ
て
、
示
現
し
て
彼
に
同
じ
、
我
が
国
の
如
く
な

ど
う

ら
ん
を
ば
除
く
。」

機
の
所
宜
に
応
じ
て
変
化
す
る
所
の
身
を
応
化
身
と
云
う
。

応
即
ち
化
で
、
十
界
身
を
現
ず
る
な
り
。

「
遊
戯
有
二
義
」

初
め
は
俗
諦
の
事
相
に
約
し
、
後
は
真
諦
の
理
性
に
約
す
。

真
俗
不
二
が
真
の
遊
戯
な
る
が
故
に
。

『
智
論
』
七
に
云
く

「
菩
薩
心
生
諸
三
昧　

欣
楽
出
入
自
在　

名
之
為
戯　

非
結
愛
戯
也　

戯
名
自

在
如
獅
子
在
鹿
中　

自
在
無
畏
故
名
為
戯
」

又
、
八
に
云
く

「
譬
如
獅
子
摶
鹿
自
在
戯
楽　

仏
亦
如
是
」
と
。

『
六
要
』
に
云
く

「
獅
子
、
猛
獣
鹿
者
小
獣　

摶
之
最
易　

以
譬
菩
薩
済
度
衆
生　

得
其
自
在
神

力
也
」
初
義
可
知
。

文
に
『
智
論
』
二
十
に
云
く

「
三
世
十
方
仏　

求
一
切
衆
生　

不
可
得
故
無
所
度
」
と
。

劫
を
窮
め
て
度
す
と
雖
も
終
に
一
衆
生
を
も
済
度
せ
ず
。

之
を
「
度
無
所
度
」
と
云
う
。

観
と
は
般
若
が
如
に
達
す
る
を
云
う
。

方
便
智
は
衆
生
の
苦
悩
を
観
ず
。

而
し
て
般
若
は
「
衆
生
は
是
れ
無
所
有
な
り
」
と
観
ず
。



是
れ
無
所
有
な
り
と
観
ず
。
権
実
不
二
、
二
智
相
縁
る
こ
と
。

上
の
所
明
の
如
し
。

﹁
雖
度
無
量
衆
生
﹂

権
智
が
機
を
省
み
て
常
に
能
く
衆
生
を
度
す
る
な
り
。

﹁
実
無
一
衆
生
得
滅
度
者
﹂
真
智
が
如
に
達
し
て
滅
度
を
得

る
も
の
無
き
な
り
。
幻
人
の
幻
刀
を
振
ふ
て
幻
人
を
殺
す
が
如

し
。
生
死
即
ち
涅
槃
な
れ
ば
何
の
出
退
す
る
所
あ
ら
む
。
煩
悩

即
ち
菩
提
な
れ
ば
、
何
の
断
破
す
る
所
あ
ら
む
。
衆
生
無
所
有

な
れ
ば
、
何
の
化
度
す
る
所
あ
ら
ん
。
真
智
は
如
是
に
観
ず
と

雖
も
、
方
便
能
く
衆
生
の
煩
悩
を
観
じ
て
身
を
現
じ
て
化
を
垂

る
。
二
智
相
縁
っ
て
化
す
る
こ
と
遊
戯
の
如
し
。

﹃
大
経
﹄
に
云
く
﹁
等
観
三
界　

空
無
所
有　
志
求
仏
法　

具

諸
弁
才　

除
滅
衆
生　

煩
悩
之
患
﹂
こ
の
謂
で
あ
る
。
前
に
園

林
遊
戯
地
を
釈
し
て
、
菩
薩
自
娯
楽
地
と
云
う
。﹁
所
云
娯
楽
﹂

と
は
、
今
此
二
智
相
即
の
位
を
謂
う
の
で
あ
る
。

﹁
言
本
願
力
者
﹂
法
身
と
は
若
し
広
門
に
約
せ
ば
平
等
法
身

な
り
。
若
し
略
門
に
約
せ
ば
真
実
智
慧
無
為
法
身
な
り
。
大
菩

薩
と
は
八
地
已
上
の
菩
薩
。
常
在
三
昧
と
は
広
門
に
約
せ
ば
報

生
三
昧
で
あ
り
、
略
門
に
約
せ
ば
大
寂
静
な
り
。
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権
実
不
二
二
智
相
縁
る
こ
と
。
上
の
所
明
の
如
し

「
雖
度
無
量
衆
生
」

権
智
が
機
を
省
み
て
常
に
能
く
衆
生
を
度
す
る
な
り
。

「
実
無
一
衆
生
得
滅
度
者
」

真
智
が
如
に
達
し
て
滅
度
を
得
る
も
の
無
き
な
り
。

幻
人
の
幻
刀
を
振
ふ
て
幻
人
を
殺
す
が
如
し
。

生
死
即
ち
涅
槃
な
れ
ば
何
の
出
退
す
る
所
あ
ら
む
。

煩
悩
即
ち
菩
提
な
れ
ば
、
何
の
断
破
す
る
所
あ
ら
む
。

衆
生
無
所
有
な
れ
ば
、
何
の
化
度
す
る
所
あ
ら
ん
。

真
智
は
如
是
に
観
ず
と
雖
も
、

方
便
能
く
衆
生
の
煩
悩
を
観
じ
て
身
を
現
じ
て
化
を
垂
る
。

二
智
相
縁
っ
て
化
す
る
こ
と
遊
戯
の
如
し
。

『
大
経
』
に
云
く

「
三
界
は
空
無
所
有
な
り
と
等
観
し
て
、
仏
法
を
志
求
す
。

諸
々
の
弁
才
を
具
し
、
衆
生
の
煩
悩
の
患
い
を
除
滅
す
。」
こ
の
謂
で
あ
る
。

前
に
園
林
遊
戯
地
を
釈
し
て
、
菩
薩
自
娯
楽
地
と
云
う
。

「
所
云
娯
楽
」
と
は
、
今
此
二
智
相
即
の
位
を
謂
う
の
で
あ
る
。

「
言
本
願
力
者
」

法
身
と
は

　

若
し
広
門
に
約
せ
ば
平
等
法
身
な
り
。

　

若
し
略
門
に
約
せ
ば
真
実
智
慧
無
為
法
身
な
り
。

大
菩
薩
と
は
八
地
已
上
の
菩
薩
。

常
在
三
昧
と
は

　
広
門
に
約
せ
ば
報
生
三
昧
で
あ
り
、

　
略
門
に
約
せ
ば
大
寂
静
な
り
。



﹁
於
法
身
中
常
在
三
昧
﹂
は
是
れ
不
動
。﹁
而
現
種
種
身
﹂
は

こ
れ
而
動
な
り
。﹁
種
種
身
﹂
は
身
業
、﹁
種
種
神
通
﹂
は
意
業
、

﹁
種
種
説
法
﹂
は
口
業
、
或
可
。﹁
三
昧
﹂
は
意
業
に
し
て
不
動
、

身
口
二
業
を
以
っ
て
而
動
を
示
し
、
而
し
て
神
通
は
中
間
に

在
っ
て
身
口
二
業
に
通
ぜ
し
む
。

﹁
以
本
願
力
起
﹂

皆
是
れ
菩
薩
因
位
の
願
力
の
所
感
な
る
を
云
う
。
所
謂
除
其

本
願
で
あ
る
。
而
し
て
菩
薩
因
位
の
本
願
は
唯
是
れ
法
徳
で
、

仏
の
大
悲
願
を
全
領
し
て
己
が
願
と
な
す
も
の
な
れ
ば
、
推
功

帰
本
す
れ
ば
、
弥
陀
の
本
願
力
で
あ
る
。
よ
っ
て
証
巻
の
引
用

は
浄
土
の
菩
薩
の
徳
を
示
さ
ん
が
為
、
行
巻
の
引
用
は
他
力
本

願
を
示
さ
ん
が
為
の
御
引
用
で
あ
る
。
此
の
義
は
下
の
覈
本
釈

か
く

に
本
づ
く
。

﹁
譬
如
﹂
等
は
喩
顕
、﹃
智
論
﹄
十
七
に
曰
く

﹁
法
身
菩
薩
変
化
無
量
身　

為
衆
生
説
法　

而
菩
薩
心
無
所

分
別　

如
阿
修
羅
琴　

常
自
出
声　

随
意
而
作
無
人
弾
者　

此

亦
無
散
心　

亦
無
摂
心　

是
福
徳
報
生
故　

随
人
意
出
声　

法

身
菩
薩
亦
如
是　

無
所
分
別
亦
無
散
心　

亦
無
説
法
相　

是
無

量
福
徳
禅
定
智
慧
因
縁
故　

是
法
身
菩
薩
種
々
法
音
随
応
而
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「
法
身
中
に
お
い
て
常
に
三
昧
に
ま
し
ま
し
て
」
は
こ
れ
不
動
。

「
而
種
種
の
身
を
現
し
て
」
は
こ
れ
動
な
り
。

「
種
種
身
」
は
身
業
、「
種
種
神
通
」
は
意
業
、「
種
種
説
法
」
は
口
業
、
或
可
。

「
三
昧
」
は
意
業
に
し
て
不
動
、
身
口
二
業
を
以
っ
て
動
を
示
し
、

而
し
て
神
通
は
中
間
に
在
っ
て
身
口
二
業
に
通
ぜ
し
む
。

「
本
願
力
を
以
っ
て
起
こ
せ
り
」

皆
こ
れ
菩
薩
因
位
の
願
力
の
所
感
な
る
を
云
う
。

い
わ
ゆ
る
「
除
其
本
願
」
で
あ
る
。

而
し
て
菩
薩
因
位
の
本
願
は
唯
こ
れ
法
徳
で
、

仏
の
大
悲
願
を
全
領
し
て
己
が
願
と
な
す
も
の
な
れ
ば
、

推
功
帰
本
す
れ
ば
、
弥
陀
の
本
願
力
で
あ
る
。
よ
っ
て

証
巻
の
引
用
は
浄
土
の
菩
薩
の
徳
を
示
さ
ん
が
為
、

行
巻
の
引
用
は
他
力
本
願
を
示
さ
ん
が
為
の
御
引
用
で
あ
る
。

こ
の
義
は
下
の
覈
求
其
本
釈
に
本
づ
く
。

か
く
ぐ
ご
ほ
ん

「
譬
如
」
等
は
喩
顕

『
智
論
』
十
七
に
曰
く

「
法
身
菩
薩
は
無
量
身
を
変
化
し
て
衆
生
の
為
に
説
法
す
。

而
も
菩
薩
の
心
は
分
別
す
る
所
無
し
。　

阿
修
羅
の
琴
が
常
に
自
ら
声
を
出
し
、
意
に
随
っ
て
作
し
、

人
の
弾
ず
る
者
無
き
が
如
し
。　

こ
れ
も
亦
た
散
心
無
く
、
亦
た
摂
心
も
無
し
。

こ
れ
福
徳
の
報
生
な
る
が
故
に
人
の
意
に
随
っ
て
声
を
出
す
な
り
。

法
身
の
菩
薩
も
亦
た
是
の
如
し
。

分
別
す
る
所
無
く
、
亦
た
散
心
も
無
く
、
亦
た
説
法
の
相
も
無
し
。

こ
れ
無
量
の
福
徳
・
禅
定
・
智
慧
の
因
縁
の
故
に
、

こ
の
法
身
の
菩
薩
は
種
々
の
法
音
を
応
ず
る
に
随
い
て
出
だ
す
な
り
」



出
﹂自

在
の
化
益
で
願
力
の
然
ら
し
む
る
に
由
る
こ
と
を
喩
顕
す

る
な
り
。
教
化
地
、
身
を
現
じ
衆
生
を
変
ず
る
を
総
じ
て
教
化

と
名
く
、
此
事
に
依
る
位
を
教
化
地
と
名
く
。

一
、
二
利
成
就

﹁
菩
薩
入
四
種
門
自
利
行
成
就　

応
知

成
就
者
謂
自
利
満
足
也　
応
知
者
謂
由
自
利
故
則
能
利
他　

非
是
不
能
自
利
而
能
利
他
也
﹂

自
利
成
就
を
結
成
す
。
中
に
於
い
て
﹃
論
﹄
文
と
﹃
註
﹄
釈
と

あ
り
。﹃
註
﹄
釈
の
中
に
成
就
と
応
知
と
の
釈
あ
り
。
応
知
の
釈

は
二
利
雙
運
を
顕
す
。﹃
智
論
﹄
四
十
九
に
云
く

﹁
行
者
先
求
自
度　

然
後
度
人　

若
未
能
自
度　

而
欲
度
人

者　

如
不
知
浮
人
欲
救
於
溺　

相
輿
倶
没
﹂
と
。

自
利
成
就
す
る
者
の
み
能
く
利
他
す
る
こ
と
を
得
。
自
利
成

就
せ
ず
し
て
何
ぞ
能
く
利
他
せ
ん
。
故
に
自
利
満
足
す
る
時
、

利
他
亦
満
足
す
。
応
に
こ
の
意
を
知
る
べ
し
と
な
り
。
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自
在
の
化
益
で
願
力
の
然
ら
し
む
る
に
由
る
こ
と
を
喩
顕
す
る
な
り
。

教
化
地
、
身
を
現
じ
衆
生
を
変
ず
る
を
総
じ
て
教
化
と
名
く
、

此
事
に
依
る
位
を
教
化
地
と
名
く
。

一
、
二
利
成
就

菩
薩
は
入
の
四
種
の
門
を
も
っ
て
自
利
の
行
成
就
す
、
知
る
べ
し
。　

「
成
就
」
と
は
、
い
わ
く
、
自
利
満
足
な
り
。

「
知
る
べ
し
」
と
い
う
は
、
い
わ
く
、

自
利
に
よ
る
が
ゆ
え
に
す
な
わ
ち
よ
く
利
他
す
。

こ
れ
自
利
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
し
て
よ
く
利
他
す
る
に
あ
ら
ず
、

と
知
る
べ
し
と
な
り
。　

自
利
成
就
を
結
成
す
。

中
に
於
い
て
『
論
』
文
と
『
註
』
釈
と
あ
り
。

『
註
』
釈
の
中
に
「
成
就
」
と
「
応
知
」
と
の
釈
あ
り
。

「
応
知
」
の
釈
は
二
利
双
運
を
顕
す
。

『
智
論
』
四
十
九
に
云
く

「
行
者
は
先
づ
自
ら
を
度
す
る
こ
と
を
求
め
、
然
る
後
に
人
を
度
す
。　

若
し
未
だ
自
ら
度
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
人
を
度
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、

浮
ぶ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
人
の
溺
る
る
を
救
わ
ん
と
欲
し
て

相
い
と
も
に
没
す
る
が
如
し
」
と
。

自
利
成
就
す
る
者
の
み
、
能
く
利
他
す
る
こ
と
を
得
。

自
利
成
就
せ
ず
し
て
何
ぞ
能
く
利
他
せ
ん
。

故
に
自
利
満
足
す
る
時
、
利
他
亦
満
足
す
。

応
に
こ
の
意
を
知
る
べ
し
と
な
り
。



﹁
菩
薩
出
第
五
門
廻
向
利
益
他
行
成
就　

応
知

　
成
就
者
謂
以
廻
向
因
証
教
化
地
果　

若
因
若
果
無
有
一
事
不

能
利
他　
応
知
者
謂　

応
知　

由
利
他
故
則
能
自
利　

非
是
不

能
利
他
而
能
自
利
也
﹂

利
他
成
就
を
結
成
す
。
中
に
於
て
﹃
論
﹄
文
と
﹃
註
﹄
釈
と
あ

り
。﹃
註
﹄
釈
中
に
成
就
と
応
知
の
釈
あ
り
。

成
就
の
釈
は
、
上
は
果
徳
に
就
い
て
其
の
究
竟
を
顕
し
、
今

は
因
果
の
相
に
約
し
て
成
就
相
を
示
す
。
其
義
一
な
り
。
然
る

に
二
利
の
円
満
は
仏
果
に
非
ず
ば
得
べ
か
ら
ず
。
因
分
の
二
利

は
満
足
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
故
に
二
利
円
満
は
果
徳
を
究
む
。

然
る
に
今
此
中
は
広
門
の
徳
相
に
約
す
。
故
に
因
徳
成
満
の
辺

を
取
り
て
、
二
利
行
満
足
を
顕
す
。
其
果
徳
に
於
て
は
存
し
て

論
ぜ
ず
。
論
ぜ
ず
と
雖
も
義
は
則
ち
豊
富
な
り
。

応
知
の
釈
は
二
利
雙
運
を
顕
す
。﹃
十
地
論
﹄
一
に
云
く

﹁
菩
薩
教
化
衆
生　

即
是
自
成
仏
法　

是
故
利
他
亦
名
自
利
﹂

と
前
の
火
㮇
の
譬
喩
の
如
し
。

か

て

ん

已
上
、
二
利
成
就
は
以
て
二
乗
と
三
乗
の
菩
薩
に
揀
異
す
。

か
ん

二
乗
は
自
利
の
み
、
三
乗
は
利
他
あ
り
と
雖
も
、
自
利
究
竟
せ

ず
。
二
利
究
竟
す
る
を
大
乗
の
菩
薩
と
名
づ
く
。
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「
菩
薩
は
出
の
第
五
門
の
回
向
を
も
っ
て
利
益
他
の
行
成
就
す
、
知
る
べ
し
。

「
成
就
」
と
は
、
い
わ
く
、
回
向
の
因
を
も
っ
て
教
化
地
の
果
を
証
す
。
も
し
は

因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。

　

「
知
る
べ
し
」
と
い
う
は
、
い
わ
く
、
利
他
に
よ
る
が
ゆ
え
に
す
な
わ
ち
よ
く
自

利
す
。
こ
れ
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
し
て
よ
く
自
利
す
る
に
は
あ
ら
ず
と
知
る

べ
し
と
な
り
。

利
他
成
就
を
結
成
す
。

中
に
於
て
『
論
』
文
と
『
註
』
釈
と
あ
り
。

『
註
』
釈
中
に
成
就
と
応
知
の
釈
あ
り
。

成
就
の
釈
は
、
上
は
果
徳
に
就
い
て
其
の
究
竟
を
顕
し
、

今
は
因
果
の
相
に
約
し
て
成
就
相
を
示
す
。

其
義
一
な
り
。

然
る
に
二
利
の
円
満
は
仏
果
に
非
ず
ば
得
べ
か
ら
ず
。

因
分
の
二
利
は
満
足
と
云
う
べ
か
ら
ず
。

故
に
二
利
円
満
は
果
徳
を
究
む
。

然
る
に
今
此
中
は
広
門
の
徳
相
に
約
す
。

故
に
因
徳
成
満
の
辺
を
取
り
て
、
二
利
行
満
足
を
顕
す
。

そ
の
果
徳
に
於
て
は
存
し
て
論
ぜ
ず
。

論
ぜ
ず
と
雖
も
義
は
則
ち
豊
富
な
り
。

「
応
知
」
の
釈
は
二
利
雙
運
を
顕
す
。

『
十
地
論
』
一
に
云
く

「
菩
薩
教
化
衆
生　

即
ち
こ
れ
自
ら
仏
法
を
成
ず
。

こ
の
故
に
利
他
を
亦
た
自
利
と
名
づ
く
」
と

前
の
火
㮇
の
譬
喩
の
如
し
。

か
て
ん

已
上
、
二
利
成
就
は
以
て
二
乗
と
三
乗
の
菩
薩
に
揀
異
す
。

か
ん

二
乗
は
自
利
の
み
、
三
乗
は
利
他
あ
り
と
雖
も
自
利
究
竟
せ
ず
。

二
利
究
竟
す
る
を
「
大
乗
の
菩
薩
」
と
名
づ
く
。



﹃
論
註
筆
記
巻
下
﹄
に
曰
く

﹁
起
観
生
信
に
五
門
を
説
け
ど
も
、
其
の
仏
道
の
正
因
た
る

は
第
五
の
回
向
門
で
あ
る
。
即
ち
願
事
成
就
は
回
向
門
の
回
向

を
以
て
清
浄
土
の
因
と
□
る
。
利
行
満
足
章
に
五
門
を
説
く
と

い
え
ど
も
、
其
の
事
業
成
弁
の
果
位
は
第
五
の
教
化
地
の
果
で

あ
る
。
今
此
文
、
回
向
門
を
以
て
因
と
し
、
教
化
地
を
以
て
果

と
し
、
正
因
得
果
を
楷
定
す
る
。
信
巻
に
は
信
楽
を
判
じ
て
、

﹁
斯
別
如
来
大
悲
心
故
成
報
土
正
定
因
﹂　

及
び
仏
の
四
等
を
運

ん
で
行
者
に
在
ら
令
め
て
、﹁
大
慈
悲
は
是
れ
仏
道
正
因
な
り
﹂

と
判
ず
。
尤
も
仏
の
四
等
に
あ
り
て
は
、
諸
法
平
等
を
所
等
と

す
。
行
者
の
四
等
に
あ
り
て
は
願
海
平
等
と
す
る
。
此
れ
異
あ

り
と
雖
も
、
四
等
し
展
転
し
て
一
の
大
悲
心
に
帰
し
、
大
慈
悲

等
し
き
を
以
て
仏
道
の
正
因
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
同
じ
。
即
ち

信
巻
の
大
信
は
是
れ
回
向
の
因
な
り
。

扨
、
証
巻
は
還
相
利
他
の
行
、
合
し
て
挙
げ
て
真
実
証
□
□

さ
て

の
大
用
と
し
、﹃
略
文
類
﹄
の
大
証
段
に
は
、﹁
即
是
利
他
教
化

地
之
果
也
﹂
と
判
ず
。
是
の
証
巻
の
大
証
は
教
化
地
の
果
な

り
。
即
ち
施
設
門
に
あ
り
て
は
因
を
回
向
門
と
名
づ
け
、
果
を

教
化
地
と
名
づ
く
。
実
義
門
に
あ
り
て
は
、
因
を
大
信
と
し
、
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『
論
註
筆
記
巻
下
』
に
曰
く

「
起
観
生
信
に
五
門
を
説
け
ど
も
、

そ
の
仏
道
の
正
因
た
る
は
第
五
の
回
向
門
で
あ
る
。

即
ち
願
事
成
就
は
回
向
門
の
回
向
を
以
て
清
浄
土
の
因
と
□
る
。

利
行
満
足
章
に
五
門
を
説
く
と
い
え
ど
も
、

そ
の
事
業
成
弁
の
果
位
は
第
五
の
教
化
地
の
果
で
あ
る
。

今
、
此
文
、
回
向
門
を
以
て
因
と
し
、
教
化
地
を
以
て
果
と
し
、

正
因
得
果
を
楷
定
す
る
。

信
巻
に
は
信
楽
を
判
じ
て
、

「
斯
別
如
来
大
悲
心
故
成
報
土
正
定
因
」　

及
び

仏
の
四
等
を
運
ん
で
行
者
に
在
ら
令
め
て
、

「
大
慈
悲
は
是
れ
仏
道
正
因
な
り
」
と
判
ず
。

も
っ
と
も
仏
の
四
等
に
あ
り
て
は
、
諸
法
平
等
を
所
等
と
す
。

行
者
の
四
等
に
あ
り
て
は
願
海
平
等
と
す
る
。

こ
れ
異
あ
り
と
雖
も
、
四
等
し
展
転
し
て
一
の
大
悲
心
に
帰
し
、

大
慈
悲
等
し
き
を
以
て
仏
道
の
正
因
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
同
じ
。

即
ち
信
巻
の
大
信
は
是
れ
回
向
の
因
な
り
。

扨
、
証
巻
は
還
相
利
他
の
行
、
合
し
て
挙
げ
て
真
実
証
□
□
の
大
用
と
し
、

さ
て

『
略
文
類
』
の
大
証
段
に
は
、

即
ち
是
れ
利
他
教
化
地
之
果
な
り
、
と
判
ず
。

是
の
証
巻
の
大
証
は
教
化
地
の
果
な
り
。

即
ち
施
設
門
に
あ
り
て
は

　

因
を
回
向
門
と
名
づ
け
、
果
を
教
化
地
と
名
づ
く
。

実
義
門
に
あ
り
て
は
、

　
因
を
大
信
と
し
、
果
を
大
証
と
す
。



果
を
大
証
と
す
。
其
の
名
を
立
す
る
こ
と
異
な
れ
ど
も
、
其
の

体
は
一
な
り
。
大
信
大
証
の
因
果
を
相
成
す
。
今
此
の
一
文
を

以
っ
て
其
の
基
本
と
す
。

此
を
以
っ
て
見
れ
ば
起
観
生
信
の
五
門
、
前
四
門
は
仏
道
の

正
因
に
非
ず
。
利
行
満
足
章
の
五
門
、
前
四
門
は
業
事
成
弁
究

竟
の
果
位
に
非
ず
。
因
っ
て
利
行
成
の
第
五
門
の
み
に
正
因
得

果
を
判
定
し
て
あ
る
。
自
利
成
の
前
四
門
に
あ
り
て
は
、
因
果

を
判
ぜ
ず
。

古
来
、
五
因
五
果
と
判
ず
る
。
是
れ
虚
妄
の
義
な
り
。
若
因

若
果
等
。
其
の
因
は
是
れ
回
向
門
な
り
。
大
悲
善
巧
を
以
っ
て

他
の
衆
生
を
利
す
る
。
其
の
果
は
是
れ
教
化
地
の
果
で
あ
る
。

﹁
若
因
若
果
、
無
有
一
事
不
能
利
他
﹂

時
に
此
の
文
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
正
因
は
た
だ
利
他
の
回
向

門
に
局
る
。
妙
果
は
た
だ
利
他
の
教
化
地
に
局
る
。
之
を
離
し

て
因
あ
る
こ
と
な
し
。
之
を
離
れ
て
果
あ
る
こ
と
な
し
。

五
因
五
果
の
論
、
必
ず
非
な
り
。
殊
に
近
大
二
門
の
位
の
如

き
、
正
し
て
因
の
位
な
り
。
実
義
に
あ
り
て
は
、
已
に
其
の
正

定
の
因
益
な
り
。
施
設
門
で
は
、
初
至
浄
土
入
大
会
衆
の
位
に

し
て
、
未
だ
正
修
行
の
自
位
に
至
ら
ず
、
果
の
名
は
決
し
て
与
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其
の
名
を
立
す
る
こ
と
異
な
れ
ど
も
、
其
の
体
は
一
な
り
。

大
信
大
証
の
因
果
を
相
成
す
。

今
此
の
一
文
を
以
っ
て
其
の
基
本
と
す
。

此
を
以
っ
て
見
れ
ば
起
観
生
信
の
五
門
、
前
四
門
は
仏
道
の
正
因
に
非
ず
。

利
行
満
足
章
の
五
門
、
前
四
門
は
業
事
成
弁
究
竟
の
果
位
に
非
ず
。

因
っ
て
利
行
成
の
第
五
門
の
み
に
正
因
得
果
を
判
定
し
て
あ
る
。

自
利
成
の
前
四
門
に
あ
り
て
は
、
因
果
を
判
ぜ
ず
。

古
来
、
五
因
五
果
と
判
ず
る
。
是
れ
虚
妄
の
義
な
り
。

「
若
因
若
果
」
等
。

其
の
因
は
是
れ
回
向
門
な
り
。

大
悲
善
巧
を
以
っ
て
他
の
衆
生
を
利
す
る
。

其
の
果
は
是
れ
教
化
地
の
果
で
あ
る
。

「
若
因
若
果
、
一
事
と
し
て
利
他
す
る
に
能
は
ざ
る
こ
と
な
し
」

時
に
此
の
文
を
以
っ
て
す
れ
ば
、

正
因
は
た
だ
利
他
の
回
向
門
に
局
る
。

妙
果
は
た
だ
利
他
の
教
化
地
に
局
る
。

之
を
離
し
て
因
あ
る
こ
と
な
し
。

之
を
離
れ
て
果
あ
る
こ
と
な
し
。

五
因
五
果
の
論
、
必
ず
非
な
り
。

殊
に
近
大
二
門
の
位
の
如
き
、
正
し
て
因
の
位
な
り
。

実
義
に
あ
り
て
は
、
已
に
其
の
正
定
の
因
益
な
り
。

施
設
門
で
は
、
初
至
浄
土
入
大
会
衆
の
位
に
し
て
、

未
だ
正
修
行
の
自
位
に
至
ら
ず
。

果
の
名
は
決
し
て
与
え
ら
れ
ぬ
。



え
ら
れ
ぬ
。
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